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埼経協ニュース401号

十
月
二
六
日
㈭
十
四
時
よ
り
理
事
会

を
、
引
き
続
き
十
四
時
三
〇
分
よ
り
臨

時
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

し
た
。

ま
ず
、
理
事
会
で
臨
時
総
会
に
諮
る

議
事
案
件
等
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
臨
時
総
会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
冒
頭
、
上
條
会
長
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
事
に
入

り
、
以
下
の
二
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

一
�
理
事
の
選
任

◇
理
事
候
補
者

中
村
知
久
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執

行
役
員
大
宮
支
社
長
）

二
�
副
会
長
の
選
任

◇
副
会
長
候
補
者

中
村
知
久
（
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
執

行
役
員
大
宮
支
社
長
）

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
二
九
年
度
上

期
事
業
報
告
等
が
行
わ
れ
、
臨
時
総
会

は
閉
会
し
た
。

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
、
㈱
ナ
ズ

ー
代
表
取
締
役

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー

ジ
・
ナ
ズ
ー
院
長
の
並
木
磨
去
光
氏
よ

り
「
私
が
診
（
見
）
て
き
た
、
超
一
流

ア
ス
リ
ー
ト
の
実
像
」
と
題
し
て
講
演

会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
が
図
ら
れ
た
。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’17 月号

日本経団連 埼玉

中中
村村
知知
久久
氏氏
（（
東東
日日
本本
旅旅
客客
鉄鉄
道道
㈱㈱
執執

行行
役役
員員
大大
宮宮
支支
社社
長長
））
をを
理理
事事
並並
びび
にに

副副
会会
長長
にに
選選
任任

―
理
事
会
、
二
九
年
度
臨
時
総
会
開
催

目
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四

�
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り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
五

�
長
時
間
労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取
組
に

関
す
る
要
請

十
六

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

十
六

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

十
七

�
埼
玉
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の
最
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賃
金
の
改
定

十
八

�
埼
玉
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
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か
ら

の
お
知
ら
せ

十
八

�
国
家
公
務
員
倫
理
審
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会
か
ら
の
お

知
ら
せ

十
九

�
事
業
だ
よ
り

十
九

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
十

懇親会の閉会挨拶をする
石井進副会長

懇親会の開会挨拶をする
増田文治副会長

講演する並木磨去光氏 就任挨拶をする
中村知久新副会長

議事を進行する
上條正仁会長

10・11
理
事
会

臨
時
総
会

懇
談
風
景
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第7回
科学の甲子園 埼玉県大会

今年で第7回となる科学の甲子園埼玉大会が、11月4日㈯に行田市の県立総合教育センターで開催されまし
た。埼玉県内の各高等学校から科学好きな生徒6名がチームを結成し、筆記競技と実技競技に挑みました。本
年度から3年間、全国大会が埼玉県さいたま市で開催（来年3月17日から19日）されることもあり、昨年度よ
りも21チーム多い342名の生徒たちが参加し、熱戦を繰り広げました。

開 会 式

【埼玉県大会競技日程】
平成29年11月4日（土）

開会式 10 : 00～10 : 30
筆記競技 10 : 40～11 : 40
実技競技 12 : 50～14 : 50
講演会 15 : 00～16 : 10
結果・表彰 16 : 20～16 : 40

特 別 講 演 会
演題「超小型衛星を、新しい時代のインフラに！」

筆 記 競 技 実 技 競 技

出場チーム：25校57チーム（1チーム6人編成）
伊奈学園総合高等学校、浦和高等学校、浦和第一女子高等学校、大宮高等学校、大宮工業高等学校、開智高等学校、
春日部高等学校、川口市立川口高等学校、川口市立県陽高等学校、川越高等学校、川越工業高等学校、川越女子高等学校、
久喜工業高等学校、熊谷高等学校、熊谷工業高等学校、熊谷女子高等学校、熊谷西高等学校、鴻巣高等学校、
越谷北高等学校、さいたま市立大宮北高等学校、秩父高等学校、所沢北高等学校、不動岡高等学校、細田学園高等学校、
松山高等学校（学校名は五十音順）

開会式の様子 問題に真剣に取り組む生徒 針金を使って独楽を作成

完成した独楽の回転時間の長さを競う様子チームで話し合いながら答えを出していく

全国大会代表校 浦和高等学校Aチーム
（協働パートナー企業のロゴ掲示板を背にして撮影）

【講師】
株式会社アクセルスペース
代表取締役 中村 友哉 氏 質疑応答では、多くの質問が出されました
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協働パートナーとして本会ならびに県内加盟企業9社に御協賛いただきました。大会当日は成績上位校に対し表彰状
とクリスタルオーナメントを授与していただきました。

来年度も、より多くの企業の皆様に協働パートナーとしてご協賛をいただき、本大会を益々盛り上げていきたいと考
えております。会員企業におかれましては何卒よろしくお願いいたします。

大 会 成 績

第5位 株式会社ハーベス賞
越谷北高等学校Bチーム
（左：取締役研究開発部長 竹村氏）

専門高校第1位 AGS株式会社賞
久喜工業高等学校Aチーム
（左：取締役専務執行役員 藤倉氏）

第4位 株式会社タムロン賞
大宮高等学校Aチーム
（左：執行役員人事総務本部長 手塚氏）

特
別
賞

第1位 株式会社武蔵野銀行賞
浦和高等学校Aチーム
（左：地域サポート部部長 天田氏）

第2位 三州製菓株式会社賞
熊谷高等学校Dチーム
（左：代表取締役社長 斉之平氏）

第3位 一般社団法人埼玉県経営者協会賞
熊谷高等学校Aチーム
（左：上條会長）

第1位 株式会社埼玉りそな銀行賞
大宮高等学校Aチーム
（左：地域ビジネス部長 持田氏）

第2位 セントラル自動車技研株式会社賞
開智高等学校Aチーム
（左：代表取締役社長 田中氏）

第3位 株式会社臼田ファインモータースクール賞
浦和高等学校Aチーム
（左：営業企画部部長 河原塚氏）

第3位 株式会社しまむら賞
浦和高等学校Cチーム
（左：企画室室長 中田氏）

準優勝 一般社団法人埼玉県経営者協会賞
開智高等学校Ａチーム
（左：上條会長）

優 勝 埼玉県教育委員会賞
浦和高等学校Ａチーム
（中央：小松教育長）

実
技
の
部

筆
記
の
部

総
合
の
部
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平
成
二
九
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
雇
用
に
向
け
た
企
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

九
月
七
日
㈭
の
平
成
二
九
年
度
第
七

回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
み
さ
き
投
資

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
神

康
議
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
投

資
さ
れ
る
経
営
、
売
買
（
う
り
か
い
）

さ
れ
る
経
営
〜
長
期
投
資
に
耐
え
う
る

企
業
経
営
の
姿
〜
』
と
題
し
、
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て

開
催
し
、
一
七
名
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
長
期
投

資
家
に
転
じ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
中
神

氏
か
ら
、
経
営
者
か
ら
は
見
え
づ
ら
い

投
資
家
の
本
性
や
生
態
・
分
類
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
で
も
多
く
の
学
生
か

ら
賛
同
を
得
た
と
い
う
「
株
主
の
立
場

か
ら
経
営
改
革
を
促
す
、
そ
し
て
投
資

の
時
間
軸
が
四
半
期
で
は
な
く
五
年
程

度
に
も
及
ぶ
『
み
さ
き
投
資
』」
の
手
法

に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・
投
資
事
業
は
付
加
価
値
が
薄
い
事
業

と
も
言
え
る
。
上
場
企
業
投
資
で
言
え

ば
、
誰
も
が
買
え
る
も
の
を
他
の
人
と

同
じ
値
段
で
買
い
、
他
の
人
と
同
じ
値

段
で
売
る
営
み
で
あ
る
。
付
加
価
値
が

薄
い
か
ら
こ
そ
、
必
然
的
に
投
資
先
へ

の
依
存
度
が
高
く
な
り
、
依
存
度
の
高

さ
を
低
減
し
よ
う
と
し
て
、
短
期
投
資

家
は
業
績
予
想
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
け
、

株
価
に
対
し
て
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
。

・
日
本
に
は
短
期
投
資
家
が
多
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。
短
期
解
約
可
能
な
商
品

を
好
み
、
長
期
的
に
お
金
を
預
け
て
く

れ
る
「
金
主
」
が
少
な
い
一
方
で
、
安

心
し
て
長
期
投
資
で
き
る
企
業
が
少
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
あ
る
調
査
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
こ
の
十
年
間
で
株
主

資
本
コ
ス
ト
を
上
回
っ
て
き
た
上
場
企

業
は
わ
ず
か
二
五
％
し
か
な
い
。

・
長
期
投
資
家
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｒ
（
株
価
収

益
率
）や
Ｐ
Ｂ
Ｒ（
株
価
純
資
産
倍
率
）

と
い
っ
た
相
対
価
格
や
会
計
上
の
利
益

に
は
囚
わ
れ
な
い
。

ま
た
、
企
業
価
値
と
時
価
総
額
は
ま

っ
た
く
違
う
も
の
で
あ
り
、
長
期
投
資

家
は
、
お
お
ま
か
な
会
社
の
「
絶
対
価

値
」
を
算
定
し
、
会
社
の
絶
対
価
値
が

時
価
総
額
を
下
回
っ
て
い
る
と
き
は
買

い
増
し
て
下
支
え
を
す
る
。
逆
の
場
合

は
、
売
り
に
出
し
、
冷
や
し
玉
を
出
す

の
で
あ
る
。

・
長
期
投
資
家
は
「
長
期
調
査
家
」
で

も
あ
り
、
三
十
年
近
く
の
長
期
業
績
を

見
て
、
創
業
者
の
想
い
や
経
営
陣
の
価

値
観
を
理
解
す
る
。
役
員
人
事
の
情
報

も
調
査
の
対
象
と
な
る
。

・
長
期
投
資
に
値
す
る
「
長
期
間
に
わ

た
っ
て
企
業
価
値
が
持
続
的
に
向
上
す

る
の
か
」
を
「
み
さ
き
の
公
理
」
に
当

て
は
め
て
判
断
す
る
。（V＝
（b×

p

）m

V＝

持
続
的
企
業
価
値
の
増
大
、b＝

business

（
事
業
）、p＝

people

（
ヒ
ト
）、

m
＝
m
anagem

ent

（
経
営
手
腕
））

・
企
業
価
値
を
規
定
す
る
最
初
の
因
子

は
、
ｂ
の
事
業
（business

）
で
あ
る
。

経
営
者
も
競
争
優
位
性
を
ど
う
作
る
か

頭
を
悩
ま
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の

事
業
が
競
争
相
手
と
比
較
し
て
「
相
対

的
」
に
強
い
か
弱
い
か
、
ま
た
は
今
現

在
優
位
性
や
収
益
性
が
高
い
か
と
い
う

観
点
で
は
な
く
、
競
争
相
手
を
跳
ね
返

す
独
特
の
強
み
に
根
ざ
し
た
「
障
壁
」

を
築
い
て
い
る
か
を
見
極
め
て
い
る
。

・
ｐ
はpeople

（
ヒ
ト
）
で
あ
り
、「
ヒ

ト
」
が
優
れ
て
い
な
け
れ
ば
持
続
的
に

企
業
価
値
は
上
が
ら
な
い
。
経
営
者
の

資
質
、
経
営
陣
の
層
の
厚
さ
、
企
業
文

化
は
健
全
で
あ
る
か
等
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

・
ｂ
と
ｐ
は
個
別
企
業
の
固
有
性
が
高

く
、
ま
た
定
数
項
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
、
最
後
の
因
子
で
あ
る
ｍ
の
経

営
手
法
（m

anagem
ent

）
を
洗
練
す

る
こ
と
で
、
企
業
価
値
は
指
数
関
数
的

に
飛
躍
し
、
投
資
家
も
長
期
投
資
が
容

易
に
な
る
の
で
あ
る
。
ｍ
に
は
事
業
戦

略
・
経
営
戦
略
を
始
め
、
事
業
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
管
理
や
組
織
・
責
任
管
理
体

制
等
様
々
な
テ
ー
マ
が
あ
る
。

経
営
者
の
方
に
は
一
時
の
好
業
績
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
常
に
「
ｍ
」
の

改
善
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

・
ｍ
に
取
組
む
経
営
者
に
と
っ
て
業
種

や
国
境
を
越
え
て
経
営
ク
オ
リ
テ
ィ
を

観
て
い
る
長
期
投
資
家
と
「
対
話
」
す

る
こ
と
は
有
益
性
が
高
く
、「
長
期
投

資
」と
は
、
経
営
者
と（
ご
く
一
部
の
）

投
資
家
の
共
同
作
業
の
賜
物
と
も
言
え

る
。

九
月
四
日
㈪
の
平
成
二
九
年
度
第
一

回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
埼
玉
県
発
達
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」、

埼
玉
県
、
埼
玉
労
働
局
、
本
会
の
共
催

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
で
六

回
目
と
な
る
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
発
達
障

害
者
の
雇
用
を
考
え
、
そ
し
て
雇
用
の

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
、
一
三
五
名
と
い
う
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
ま
ず
、
埼
玉
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

主
任
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
野

口

洋
平
氏
よ
り
、「
発
達
障
害
者

の
特
性
と
雇
用
支
援
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
》

・
職
場
適
応
の
た
め
に
、
ま
ず
は
当
事

者
（
ご
本
人
・
ご
家
族
）
が
障
害
に
気

付
く
こ
と
、
支
援
者
や
雇
用
者
が
当
事

者
の
「
困
り
感
」
を
理
解
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る

・
認
知
機
能
の
特
性
に
配
慮
し
た
場
面

の
構
造
化
（
物
理
的
構
造
化
・
作
業
の

構
造
化
・
視
覚
的
構
造
化
等
）
に
よ
っ

て
業
務
上
の
課
題
を
軽
減
で
き
、
本
人

の
「
強
み
」
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
る

・
就
業
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
本
人
・

企
業
・
支
援
者
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
て
共
同
で
取
り
組
む

②
次
に
、「
障
害
者
法
定
雇
用
率
と
雇

平
成
二
九
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
投
資
さ
れ
る
経
営
、売
買（
う
り
か
い
）さ
れ
る
経
営
〜
長
期

投
資
に
耐
え
う
る
企
業
経
営
の
姿
〜
』と
題
し
、
み
さ
き
投

資
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

中
神

康
議
氏
が
講
演

第7回トップセミナー

講演を行う中神 康議氏質問も多く出された
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平
成
二
九
年
度
変
革
リ
ー
ダ
ー
研
修

『
変
革
リ
ー
ダ
ー
研
修
〜
人
数
を
増
や
さ
ず

今
の
メ
ン
バ
ー
で
変
革
を
実
現
す
る
』
と
題
し
、

㈱
イ
ン
ソ
ー
ス

岩
永

拓
家
氏
が
講
演

用
助
成
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
埼
玉
労

働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課

課
長

補
佐

堀
口

康
成
氏
か
ら
ご
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

③
埼
玉
県
の
発
達
障
害
者
就
労
支
援
の

取
組
と
し
て
、
企
業
の
就
労
支
援
の
事

例
や
現
在
も
企
業
（
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ

ィ
・
シ
ス
テ
ム
開
発
株
式
会
社
、
株
式

会
社
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
）
に
勤
務
し
て

い
る
発
達
障
害
者
の
方
か
ら
仕
事
内
容

や
苦
労
し
た
こ
と
、
今
後
の
目
標
な
ど

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
じ
障
害
で
も
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

た
め
、
そ
の
人
の
特
性
に
あ
っ
た
仕
事

を
探
し
、
こ
ま
め
な
面
談
の
実
施
に
よ

っ
て
就
労
の
定
着
を
図
る
こ
と
、
一
層

の
障
害
者
雇
用
の
推
進
と
定
着
化
の
た

め
に
障
害
者
・
企
業
・
支
援
事
業
者
の

綿
密
な
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

〇
埼
玉
県
発
達
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
（
川
越
）

・
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
川
越
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
㈱
）
セ
ン
タ
ー
長

伊
藤

雅
義
氏

・
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
開

発
株
式
会
社

管
理
本
部
人
事
部

係
長

月
舘

悠
希
氏

〇
埼
玉
県
発
達
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
（
熊
谷
）

・
ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
熊
谷
（
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）

セ
ン
タ
ー
長

橋
本

操
氏
、
副
セ

ン
タ
ー
長
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

礒
部

由
紀
氏

・
株
式
会
社
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

営
業

管
理

町
田

直
美
氏

事
業
環
境
が
想
像
以
上
の
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
す
る
現
代
に
お
い
て
、
組
織
を

成
長
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
に
は
「
五
年
後
、

十
年
後
の
世
界
は
？
」「
自
分
が
経
営

者
な
ら
？
」
と
い
う
高
い
目
線
か
ら
、

現
在
の
事
業
・
組
織
を
見
つ
め
、
変
革

に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
行

で
き
る
、�
変
革
リ
ー
ダ
ー
�
が
必
要

不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
人
材
が

社
内
で
育
成
で
き
ず
、
高
い
費
用
を
か

け
て
社
外
か
ら
人
材
を
採
用
し
て
い
る

企
業
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

か
か
る
状
況
を
打
開
し
、
社
内
人
材

か
ら
変
革
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
株
式
会
社
イ
ン
ソ
ー
ス

岩
永

拓
家
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
九
月
六
日
㈬
九
時
三
〇
分
〜
十
六

時
三
〇
分
ま
で
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
に
て
開
催
し
、
一
五
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

統
計
デ
ー
タ
や
企
業
事
例
を
も
と
に
、

グ
ル
ー
プ
内
で
意
見
交
換
を
行
い
、
各

自
が
変
革
の
目
標
設
定
や
実
現
す
る
チ

ー
ム
づ
く
り
、
変
革
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

・「
変
革
」
と
は
、
五
年
後
、
十
年
後

の
将
来
を
見
据
え
、
組
織
に
有
用
な
新

し
い
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
、
と
定
義

で
き
る
が
、
そ
の
た
め
に
「
経
営
者
・

未
来
」
の
目
線
で
時
代
の
潮
流
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

・「
変
革
」
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
は

次
の
点
を
意
識
し
て
感
性
を
高
め
る
。

・
現
状
認
識
を
し
っ
か
り
行
う

・
自
分
事
で
考
え
る

・
変
革
の
イ
メ
ー
ジ
を
す
る

・
業
務
改
善
の
先
が
変
革
で
あ
る

・
安
倍
首
相
が
進
め
る
「
働
き
方
改

革
」
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
が
、
背
景
に

は
少
子
高
齢
化
や
人
手
不
足
が
あ
る
。

こ
の
人
口
構
造
の
変
化
を
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
。

・
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
や
ネ
ッ
ト
社
会
へ
の

対
応
も
多
く
の
業
種
で
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
現
在
ヤ
マ
ト
運
輸
の
動
き
を
み

て
も
、
人
手
不
足
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

見
直
し
等
様
々
な
局
面
で
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
会
社
は
こ
う

い
っ
た
新
た
な
流
れ
に
追
い
つ
い
て
い

る
の
か
常
に
考
え
て
お
く
。

・
五
年
後
、
十
年
後
の
「
チ
ャ
ン
ス
」

と
「
ピ
ン
チ
・
課
題
」
を
①
外
部
環
境

②
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
③
業
務
プ
ロ
セ
ス

④
人
材
・
財
務
の
四
つ
の
視
点
か
ら
考

え
る
。

ど
の
よ
う
に
「
ピ
ン
チ
・
課
題
」
を

「
チ
ャ
ン
ス
」
に
切
り
替
え
る
か
が
重

要
で
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
変
革
目
標
を
設
定
す
る
。

・
業
務
改
善
に
よ
っ
て
既
存
業
務
を
八

割
の
人
材
や
時
間
で
こ
な
し
、
変
革
を

実
現
す
る
た
め
の
人
材
や
時
間
を
捻
出

す
る
。
な
い
よ
り
は
あ
っ
た
ほ
う
が
よ

い
…
と
残
す
の
で
は
な
く
、
捨
て
る
選

択
に
よ
っ
て
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

仕
事
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
を
変
革
に
巻
き
込

む
時
は
、
人
事
評
価
を
う
ま
く
活
用
す

る
と
組
織
が
目
指
す
方
向
を
理
解
し
、

そ
の
方
向
に
行
動
し
や
す
く
な
る
。

・
変
革
チ
ー
ム
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
ら
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
特
命
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
自
ら
の
言
葉
で
変
革
を
語

り
部
下
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

第1回CSR委員会

講演を行う
野口 洋平氏

伊藤 雅義
センター長（川越）

説明する
堀口 康成氏

事例発表を行う
月舘 悠希氏

橋本 操
センター長（熊谷）

礒部 由紀
副センター長（熊谷）

事例発表を行う
町田 直美氏

変革リーダー研修 講演を行う岩永 拓家氏

― 5 ―



【
ロ
シ
ア
人
起
業
家
と
の
産
学
連
携
・
新
規
事
業
に
関
す
る
意
見
交
換
】

〜
埼
玉
大
学
と
本
会
の
共
催
〜

平
成
二
九
年
度
社
長
塾
第
一
講

「『
残
業
メ
タ
ボ
』を
解
消
す
る
六
か
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
題
し
、

人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

本
田

有
明
氏
が
講
演

た
、
若
い
人
の
発
想
を
大
事
に
す
る
等

チ
ー
ム
の
発
想
を
豊
か
に
す
る
こ
と
も

大
切
で
あ
る
。

・
実
行
の
ス
ピ
ー
ド
を
最
重
要
視
し
、

「
変
革
」
に
勢
い
を
つ
け
る
こ
と
が
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
面
で
は
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
は
、
変
革
が
頓
挫

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
リ
ス
ク
管

理
に
も
注
意
を
払
い
、
小
さ
な
ミ
ス
を

防
ぐ
こ
と
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。

埼
玉
大
学
と
本
会
の
共
催
で
、
ロ
シ

ア
人
起
業
家
と
産
学
連
携
・
新
規
事
業

に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。九

月
十
二
日
㈫
に
県
内
企
業
の
技
術

力
強
化
を
目
的
に
研
究
開
発
を
行
っ
て

い
る
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

企
業
へ
の
試
験
機
器
の
一
般
利
用
を
始

め
、
企
業
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
受
託
研

究
や
大
学
・
企
業
と
の
共
同
研
究
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
当
日
は
、
セ
ン
タ
ー

の
概
要
説
明

を
受
け
た
後
、

電
波
暗
室
、

大
型
Ｘ
線
Ｃ

Ｔ
装
置
、
3

Ｄ
プ
リ
ン
タ

ー
等
の
最
新

機
械
設
備
を

視
察
し
ま
し

た
。施

設
見
学

を
行
っ
た
後
、

ロ
シ
ア
人
起

業
家
の
ス
ホ

ル
ー
コ
フ
氏

（
物
理
学
）

と
ク
リ
ュ
コ

フ
氏
（
生
物

学
）の
研
究
・

事
業
紹
介
を

し
て
い
た
だ

き
、
セ
ン
タ

ー
職
員
と
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

九
月
一
五
日
㈮
に
は
、
本
会
事
務
局

に
て
本
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

氏
が
「
新
規
事
業
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
」
と
題
し
て
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
や
成
功
企
業
の
事
例
に
つ
い
て
質

問
が
出
さ
れ
、
ロ
シ
ア
と
日
本
と
の
違

い
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
二
九
年
度
も
昨
年
度
に
続
い
て
、

若
手
経
営
者
、
事
業
継
承
者
、
並
び
に

次
期
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
育
成
を
目
的
に

社
長
塾
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
著
名

な
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
あ
る

本
田

有
明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
経
営
哲
学
、
行
動
指
針
、
そ

し
て
重
要
な
経
営
課
題
の
解
決
実
践
法

等
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
き
、
質
疑

応
答
も
交
え
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
、
昨
年
度
と
異
な
る
内
容
の

全
六
講
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

第
一
講
は
、
昨
年
度
の
社
長
塾
で
最

も
人
気
が
高
か
っ
た
「
残
業
ゼ
ロ
を
目

指
せ
！
〜
全
社
一
丸
タ
イ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
ア
ド
バ
ン
ス
・
コ
ー
ス
と

し
て
、「『
残
業
メ
タ
ボ
』
を
解
消
す
る

六
か
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、

九
月
十
一
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
十
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

労
使
と
も
に
削
減
し
た
い
と
思
い
な

が
ら
も
容
易
に
実
現
し
な
い
長
時
間
労

働
に
は
、
過
労
死
、
労
災
リ
ス
ク
の
上

昇
、
生
産
性
の
低
下
、
社
員
の
士
気
の

減
退
な
ど
多
く
の
弊
害
が
あ
り
、
こ
の

長
時
間
労
働
�
残
業
メ
タ
ボ
を
抜
本
的

に
解
消
す
る
六
か
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
事
例
を
交
え
て
具
体
的
に
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・「
残
業
メ
タ
ボ
」
の
会
社
が
多
い
理

由
と
し
て
、
残
業
を
前
提
と
し
た
経
営

方
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
残
業
代
が

生
活
給
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
の
他
早
く
帰
っ
て
も
や
る
こ
と
が

な
い
、
帰
り
づ
ら
い
な
ど
の
理
由
で
管

理
職
の
多
く
が
早
い
帰
宅
を
望
ん
で
い

な
い
と
い
う
声
も
あ
る
。

・「
残
業
」
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
事

情
や
背
景
が
あ
り
、
①
生
活
残
業
②
お

付
き
合
い
残
業
③
抱
え
込
み
残
業
④
な

り
ゆ
き
残
業
⑤
過
剰
サ
ー
ビ
ス
残
業
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
の
抱
え
込
み
残
業
は
、
仕
事
の
分

担
が
で
き
ず
、
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し

ま
う
こ
と
に
起
因
す
る
が
、
こ
の
場
合

こ
そ
管
理
職
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
管
理
職
も
仕
事
を
任
せ
て

お
け
る
便
利
屋
と
し
て
扱
っ
て
し
ま
う

傾
向
も
強
く
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問

題
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
⑤
過
剰
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
残

業
は
、
顧
客
第
一
主
義
の
も
と
過
剰
な

サ
ー
ビ
ス
・
品
質
づ
く
り
に
追
わ
れ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
だ
が
、
見
直
し
に
は
経

営
者
の
判
断
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

・
残
業
メ
タ
ボ
を
解
消
す
る
た
め
の
六

か
月
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
場
合
、

ま
ず
は
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
残
業
ス
リ

ム
化
推
進
を
宣
言
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
重
要
で
あ
る
。
同
時
に
社
員
へ
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
進
捗
状
況
や
残
業
が
減

ら
な
い
理
由
を
把
握
す
る
。

・
三
か
月
目
に
は
四
半
期
の
成
果
を
ま

と
め
て
公
表
し
、
他
部
門
で
も
参
考
に

な
る
事
例
を
集
め
て
い
く
。

四
か
月
目
に
は
、
残
業
削
減
活
動
の

負
の
側
面
が
な
い
か
を
検
証
し
、
部
門

間
の
協
働
体
制
構
築
に
向
け
て
協
議
の

場
を
持
つ
の
が
望
ま
し
い
。

六
か
月
目
に
は
半
年
間
の
成
果
を
確

認
し
次
の
目
標
値
を
定
め
る
。
ま
た
、

顕
著
な
成
果
を
あ
げ
た
部
門
を
大
々
的

に
表
彰
す
る
こ
と
も
次
へ
の
取
組
み
に

向
け
て
効
果
的
で
あ
る
。

研究・事業の発表をしていただき、
センター職員と意見交換を行った

講演の後、起業家から積極的に質問が
出された

左からクリュコフ氏、根岸専務理事、スホルーコ
フ氏、埼玉大学中林副学長、同大長沢准教授

施設見学の様子（3Dプリンター）

社長塾
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平
成
二
九
年
度
社
長
塾
第
二
講

「《
事
例
に
学
ぶ
》
不
祥
事
を
根
絶
す
る
経
営
術
」

平
成
二
九
年
度
社
長
塾
第
三
講

「
ゆ
と
り
世
代
の
育
成
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
戦
略
」

セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
業
務
上
横

領
、
不
正
会
計
な
ど
の
不
祥
事
は
毎
年
、

官
民
を
問
わ
ず
多
く
の
組
織
で
起
き
て

い
ま
す
。
根
絶
す
る
の
は
至
難
の
業
で

す
が
、
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
認
識
し

て
「
抜
本
策
」
を
設
け
る
こ
と
で
ゼ
ロ

に
近
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成
二
九

年
度
社
長
塾
第
二
講
は
、「《
事
例
に
学

ぶ
》
不
祥
事
を
根
絶
す
る
経
営
術
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
一
講
に
引
き
続
き
人
事

教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
九
月
二

一
日
㈭
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
六
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

不
祥
事
が
起
こ
る
組
織
で
は
、
①
法

令
遵
守
の
希
薄
な
風
土
②
幹
部
層
の
規

範
意
識
の
欠
如
③
教
育
啓
蒙
体
制
の
不

備
④
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
の
人
間
関
係

な
ど
、
い
く
つ
も
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が

見
ら
れ
ま
す
。
場
当
た
り
的
な
対
応
で

は
な
く
、
こ
う
し
た
要
因
を
ひ
と
つ
ず

つ
潰
し
て
ゆ
く
こ
と
が
職
場
の
絆
を
強

め
、
さ
ら
に
は
「
ク
リ
ー
ン
な
会
社
づ

く
り
」
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

不
祥
事
根
絶
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

活
用
し
て
自
社
の
潜
在
リ
ス
ク
を
把
握

し
、
各
種
の
事
例
研
究
に
よ
り
今
後
の

指
針
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・
東
芝
の
不
正
会
計
問
題
が
明
る
み
に

出
た
と
き
、
経
団
連
会
長
の
榊
原
氏
は
、

企
業
倫
理
、
人
の
安
全
、
法
令
遵
守
の

三
つ
は
あ
ら
ゆ
る
経
営
課
題
に
優
先
す

る
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。

・
不
祥
事
が
起
き
や
す
い
、
リ
ス
ク
が

高
い
企
業
の
体
質
と
し
て
、
結
果
至
上

主
義
、
金
儲
け
主
義
、
秘
密
主
義
（
隠

蔽
体
質
）、
権
威
主
義
、
会
社
の
О
Ｂ

や
相
談
役
の
発
言
力
が
強
い
と
い
っ
た

特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
大
き
な
不
祥
事
が
発
覚
す
る
た
び
に
、

経
営
者
も
マ
ス
コ
ミ
も
こ
ぞ
っ
て
企
業

倫
理
や
法
令
遵
守
の
重
要
性
を
説
い
て

い
る
が
、
同
じ
よ
う
な
事
件
が
毎
年
の

よ
う
に
続
い
て
い
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
と
は
、
企
業
に
対
す
る
社
会
的
要

請
、
責
任
を
正
し
く
把
握
し
て
、
そ
れ

に
適
合
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
「
人
と
し
て
の
真
摯

さ
」
が
企
業
人
と
し
て
の
原
点
で
あ
る

と
残
し
て
い
る
。

経
営
者
に
は
、
こ
の
「
真
摯
さ
」
を

よ
り
具
体
的
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
に

し
て
社
員
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

・
小
さ
な
社
内
不
祥
事
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
例
を
研
修
材
料
と
し
て
再
発

防
止
に
役
立
て
る
の
が
望
ま
し
い
。
小

さ
な
不
祥
事
で
も
、
脇
の
甘
さ
に
は
変

わ
り
な
く
、
大
き
な
不
祥
事
に
連
鎖
的

に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
し
っ

か
り
と
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

・
不
祥
事
を
根
絶
す
る
に
は
、
経
営
者

が
正
義
の
哲
学
を
持
つ
こ
と
、「
隠
す

人
よ
り
も
物
言
う
人
を
尊
ぶ
」
と
い
っ

た
経
営
者
の
強
い
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
。

ゆ
と
り
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
「
ゆ

と
り
世
代
」
の
人
材
は
、
大
ら
か
で
争

い
を
好
ま
ず
、
マ
ジ
メ
で
あ
る
と
い
う

長
所
が
あ
る
一
方
、
自
主
性
が
な
い
、

成
長
意
欲
に
欠
け
る
、
ス
ト
レ
ス
耐
性

が
乏
し
い
な
ど
、
上
の
世
代
か
ら
非
難

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
一
般
論
を
鵜
呑
み
に
し
て
い
る

よ
う
で
は
人
材
育
成
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

経
営
者
と
し
て
は
、
ゆ
と
り
世
代
の

短
所
だ
け
で
な
く
長
所
も
知
っ
て
、
意

欲
を
引
き
出
す
自
社
独
自
の
仕
掛
け

（
�
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
を
考
え
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成
二
九

年
度
社
長
塾
第
三
講
は
、「
ゆ
と
り
世

代
の
育
成
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
戦
略
」
を

テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
人
事
教
育
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、
十
月
十
日
㈫
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
、
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
長
塾
第
三
講
で
は
、
人
を
承
認
す

る
具
体
的
な
方
法
、
失
敗
を
責
め
る
の

で
は
な
く
糧
と
し
て
学
ぶ
風
土
づ
く
り

な
ど
、
若
手
の
育
成
と
リ
テ
ン
シ
ョ
ン

（
定
着
）
戦
略
に
直
結
す
る
社
風
醸
成

の
コ
ツ
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・
ゆ
と
り
教
育
が
行
わ
れ
た
の
は
一
九

八
〇
年
代
後
半
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
だ

が
、
働
く
世
代
で
該
当
す
る
の
は
一
八

歳
か
ら
三
〇
歳
く
ら
い
ま
で
を
指
し
、

最
近
で
は
ゆ
と
り
世
代
の
後
期
を
「
さ

と
り
世
代
」
と
も
称
す
る
。

・
ゆ
と
り
世
代
を
動
か
す
に
は
、
精
神

論
を
振
り
か
ざ
さ
な
い
、
仕
事
の
目
的

と
意
義
を
丁
寧
に
伝
え
る
、
相
手
が
質

問
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
、
と
い
っ

た
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

・
最
近
で
は
、
職
場
に
お
い
て
自
分
で

考
え
主
体
的
に
行
動
す
る
「
自
律
型
人

材
」
が
求
め
ら
れ
、
職
場
で
の
議
論
を

歓
迎
す
る
と
宣
言
し
て
い
る
企
業
ト
ッ

プ
も
多
い
。
し
か
し
、
時
間
外
勤
務
の

申
請
方
法
一
つ
と
っ
て
も
、
会
社
の
方

針
と
現
場
の
実
体
が
食
い
違
う
場
面
も

多
く
、
若
者
が
会
社
に
対
し
て
失
望
感

や
疑
念
を
抱
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
。

・
入
社
時
の
教
育
は
手
厚
い
も
の
の
、

二
年
目
以
降
は
手
薄
に
な
る
企
業
が
多

い
が
、
二
年
目
社
員
を
新
人
の
メ
ン
タ

ー
と
す
る
な
ど
、
若
手
社
員
を
継
続
的

に
育
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
離
職
率
が
高
い
会
社
に
は
い
く
つ
か

傾
向
が
あ
り
、
企
業
と
し
て
若
手
を
定

着
さ
せ
る
（
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
）
策
を
実

行
し
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
過
去

の
退
職
者
情
報
を
活
か
す
こ
と
、
困
っ

て
い
る
新
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構

築
、
残
業
体
質
の
改
善
な
ど
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

若
手
に
限
ら
ず
上
司
や
先
輩
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
も
低
い
こ
と
が
多
く
、
社

員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
自
社
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
が
効
果
的
で
あ
る
。

・
新
人
研
修
を
行
う
場
合
、
事
前
に
内

容
を
上
司
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
に
伝
達
し
、

職
場
で
の
О
Ｊ
Ｔ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備

す
る
な
ど
新
人
を
迎
え
る
準
備
を
す
る
。

ま
た
、
そ
の
説
明
会
に
は
で
き
る
だ

け
企
業
の
ト
ッ
プ
が
同
席
す
る
の
が
望

ま
し
い
。

・
半
年
を
過
ぎ
た
頃
、
新
人
を
育
成
す

る
側
を
対
象
に
ア
ク
シ
ョ
ン
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
の
研
修
を
実
施
し
、
新
人
育
成
の

課
題
や
今
後
の
指
針
を
作
成
す
る
。
育

成
側
の
上
司
間
に
お
け
る
相
互
理
解
や

連
帯
感
に
も
つ
な
が
り
、
毎
年
繰
り
返

す
こ
と
で
育
成
型
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す

る
流
れ
が
で
き
る
。

講演を行う本田 有明氏

ティーブレイクでは積極的に
名刺交換も行われた
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平
成
二
九
年
度
社
長
塾
第
四
講

「�
社
会
人
基
礎
力
�を
全
社
員
に
根
付
か
せ
る
方
法
」

【
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
】

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
三
講

「
メ
ン
タ
ル
不
調
者
に
関
わ
る
法
的
留
意
点
」

社
会
人
基
礎
力
と
は
、「
職
場
や
地

域
社
会
で
多
様
な
人
々
と
仕
事
を
し
て

い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
力
」
と
し

て
経
済
産
業
省
が
提
唱
し
、
十
年
に
渡

り
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
枠
と
し
て
①
ア
ク
シ
ョ
ン
、
②
シ

ン
キ
ン
グ
、
③
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
分
類

し
、
ア
ク
シ
ョ
ン
（
行
動
す
る
力
）
で

あ
れ
ば
主
体
性
、
働
き
か
け
力
、
実
行

力
な
ど
さ
ら
に
細
分
化
し
て
合
計
十
二

項
目
の
能
力
向
上
策
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、「
社
会
人
基
礎
力
」
と
い
う

言
葉
は
、
経
団
連
が
推
奨
す
る
「
自
律

型
人
材
」
と
同
じ
よ
う
に
、
用
語
と
し

て
は
広
く
普
及
し
た
も
の
の
、計
画
的
・

継
続
的
な
教
育
へ
の
取
り
組
み
に
生
か

し
て
い
る
会
社
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成
二
九

年
度
社
長
塾
第
四
講
は
、「�
社
会
人
基

礎
力
�
を
全
社
員
に
根
付
か
せ
る
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
、
引
き
続
き
人
事
教

育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
十
月
二
十

日
㈮
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
六
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
の
社
長
塾
で
は
、
講
師
が
執
筆

し
た
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
元
に
、
中
堅

社
員
か
ら
若
手
ま
で
一
貫
し
て
社
会
人

基
礎
力
を
定
着
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・
社
会
人
に
求
め
ら
れ
る
基
礎
的
な
能

力
は
、
ど
ん
な
業
界
や
業
種
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

・
社
会
人
基
礎
力
と
は
何
か
（
十
二
項

目
）【

1
】
前
に
踏
み
出
す
力
（
ア
ク
シ

ョ
ン
）
↓
①
主
体
性
②
働
き

か
け
力
③
実
行
力

【
2
】
考
え
抜
く
力（
シ
ン
キ
ン
グ
）

↓
①
課
題
発
見
力
②
計
画
力

③
創
造
力

【
3
】
チ
ー
ム
で
働
く
力
（
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
）↓
①
発
信
力
②
傾

聴
力
③
柔
軟
性
④
状
況
把
握

力
⑤
規
律
性
⑥
ス
ト
レ
ス
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
力

・
十
二
項
目
の
う
ち
、【
3
】の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
に
多
く
の
項
目
が
並
ん
で
い
る
。

個
人
的
な
資
質
や
能
力
が
高
い
こ
と
に

越
し
た
こ
と
な
い
が
、社
会
人
と
し
て
は
、

他
の
人
と
と
も
に
チ
ー
ム
で
物
事
を
遂

行
し
て
い
く
能
力
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
。

・
会
社
に
よ
っ
て
各
能
力
の
解
釈
や
身

に
つ
け
る
べ
き
期
間
が
異
な
る
の
で
、

自
社
版
の
社
会
人
基
礎
力
の
テ
キ
ス
ト

を
作
成
す
る
の
が
よ
い
。

社
会
人
基
礎
力
を
社
内
に
根
付
か
せ

る
方
法
と
し
て
、
管
理
職
が
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
な
る
た
め
、
ま
ず
は
研
修
等
で

管
理
職
に
周
知
徹
底
を
図
り
な
が
ら
、

定
期
的
に
項
目
の
定
義
を
見
直
す
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

・
課
題
解
決
力
、
規
律
性
、
ス
ト
レ
ス

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
は
、
新
入
社
員
で
も

す
ぐ
に
身
に
つ
け
る
べ
き
能
力
で
あ
る
。

特
に
、
規
律
性
向
上
は
最
初
か
ら
取

組
む
べ
き
能
力
で
あ
り
、「
ゆ
る
め
の

人
」
を
見
習
わ
な
い
よ
う
に
し
、
自
分

自
身
も
後
輩
の
手
本
に
な
っ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応

講
座
第
三
講
は
、「
メ
ン
タ
ル
不
調
者

に
関
わ
る
法
的
留
意
点
」
を
テ
ー
マ
に
、

石
嵜
・
山
中
法
律
事
務
所

小
森

光

嘉
弁
護
士
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

九
月
二
五
日
㈪
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
五

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

近
年
、
多
く
の
職
場
で
う
つ
病
者
が

増
え
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
企
業
が

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
裁
判
で
は
、

企
業
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
必
要

性
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
殺

の
業
務
起
因
性
や
企
業
の
安
全
配
慮
義

務
違
反
が
広
く
認
め
ら
れ
、
高
額
の
損

害
賠
償
請
求
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決

も
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
労
働
行
政

に
お
い
て
も
、
事
業
主
に
対
す
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
義
務
化
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
監
督
・
指

導
の
強
化
が
進
め
ら
れ
、
精
神
健
康
不

調
へ
の
予
防
策
を
含
め
た
対
応
は
、
企

業
の
リ
ス
ク
管
理
上
、
最
優
先
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
実

務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
最
近
の
判
例
等
か
ら
み
た
対
策
や

注
意
点
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
過
重
労
働
等
を
原
因
と
す
る
精
神
障

害
が
発
生
し
、
労
働
補
償
を
求
め
る
請

求
件
数
や
認
定
件
数
は
近
年
急
速
に
増

加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
認
定
基
準
が

明
確
と
な
っ
た
こ
と
や
Ｉ
Ｔ
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
等
で
労
働
負
荷
が

よ
り
か
か
っ
て
い
る
こ
と
、
成
果
主
義

の
導
入
等
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

・
長
時
間
勤
務
等
の
過
重
労
働
に
よ
っ

て
、
中
高
年
齢
者
は
脳
卒
中
や
心
臓
発

作
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
は
「
過
労

死
」
に
至
る
。
一
方
で
、
若
年
労
働
者

は
過
重
労
働
に
よ
っ
て
精
神
障
害
を
引

き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い
。

・
職
種
別
で
は
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
専
門
技
術
職

で
精
神
障
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
い
。

・
精
神
疾
患
発
症
の
兆
候
が
見
ら
れ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
業
務
命
令
と
し
て

専
門
医
の
受
診
や
面
談
を
命
ず
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
通
常
の
業
務

遂
行
に
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
従
業
員

か
ら
の
労
務
提
供
は
受
領
す
る
べ
き
で

は
な
い
。

・
休
職
規
定
の
制
度
趣
旨
は
私
傷
病
に

よ
り
就
労
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

休
職
期
間
中
の
解
雇
を
猶
予
し
、
治
療

に
専
念
し
復
職
す
る
機
会
を
付
与
す
る

点
に
あ
る
。

・
休
職
期
間
中
は
、
治
療
に
専
念
で
き

る
よ
う
必
要
以
上
の
接
触
は
避
け
る
べ

き
だ
が
、
会
社
と
し
て
健
康
状
態
の
把

握
は
し
て
お
く
の
が
望
ま
し
い
。

・
復
職
可
否
の
判
断
と
な
る
「
治
癒
」

と
は
、「
健
康
時
に
行
っ
て
い
た
通
常

の
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
程

度
の
健
康
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
」
を

意
味
す
る
。

・
休
職
期
間
満
了
時
の
復
職
可
否
の
判

断
に
つ
い
て
は
、
退
職
ま
た
は
解
雇
は
、

労
働
者
に
と
っ
て
不
利
益
の
大
き
い
問

題
と
な
り
得
る
の
で
労
働
者
に
対
す
る

一
定
の
配
慮
（
二
、
三
ヶ
月
は
出
張
・

残
業
無
し
等
）
が
求
め
ら
れ
る
場
合
が

労働問題実務対応講座

小森 光嘉弁護士
（第3講）
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平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
四
講

「
問
題
社
員
の
法
的
扱
い
と
実
務
対
策
」

平
成
二
九
年
度
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
五
講

「
有
期
契
約
社
員
の
契
約
対
応
実
務
」

あ
る
。

・
会
社
は
、
信
義
則
上
、
休
職
者
に
対

し
、
復
職
申
出
時
の
主
治
医
に
よ
る
診

断
結
果
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

主
治
医
と
の
面
談
の
実
施
に
つ
い
て
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
休
職

者
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

・
休
職
期
間
を
延
長
す
る
場
合
は
、
当

然
の
労
使
慣
行
、
労
働
者
の
権
利
と
な

ら
な
い
よ
う
、
例
外
的
措
置
と
し
て
特

別
事
情
を
記
録
す
る
の
が
よ
い
。

・
就
業
規
則
の
改
定
が
不
利
益
変
更
と

な
る
場
合
、
合
理
性
を
担
保
す
る
た
め

に
、
で
き
る
限
り
従
業
員
や
過
半
数
を

超
え
る
労
働
組
合
の
理
解
（
同
意
）
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

第
四
講
は
、「
問
題
社
員
の
法
的
扱

い
と
実
務
対
策
」を
テ
ー
マ
に
、
石
嵜
・

山
中
法
律
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護

士
で
あ
る
安
藤

源
太
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
十
月
一
九
日
㈭
大
宮
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階
研
修
室
に
て
開
催

し
、
二
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
低
成
長
時
代
を

背
景
に
、
労
使
関
係
も
い
わ
ゆ
る
集
団

的
な
労
使
関
係
は
協
調
路
線
に
進
む
一

方
で
、
個
々
の
労
働
者
と
の
間
の
様
々

な
ト
ラ
ブ
ル
は
む
し
ろ
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
一
部
が
労

働
委
員
会
や
労
働
審
判
・
裁
判
所
に
持

ち
込
ま
れ
た
り
、
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
業
務
命
令
無
視
な
ど
の

勤
務
態
度
不
良
、
他
の
社
員
と
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
欠
如
、
職
務
能
力
不
足
、
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

を
引
き
起
こ
す
い
わ
ゆ
る
「
問
題
社

員
」
は
ど
の
会
社
に
も
一
定
割
合
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
問

題
社
員
を
放
置
し
て
は
、
職
場
の
雰
囲

気
や
生
産
性
の
著
し
い
悪
化
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

企
業
と
し
て
と
る
べ
き
対
処
法
や
気

を
付
け
る
点
に
つ
い
て
、
実
務
的
・
実

践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
問
題

社
員
の
ケ
ー
ス
別
の
対
策
や
注
意
点
等

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
労
使
関
係
の
構
造
は
昭
和
・
平
成
初

期
と
平
成
二
十
年
代
と
で
大
き
く
変
化

し
た
。

雇
用
社
会
の
解
決
基
準
と
い
う
観
点

で
み
て
も
、
以
前
は
個
別
企
業
の
人
間

関
係
や
企
業
風
土
（
慣
行
）
が
ベ
ー
ス

で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
「
法
令
・
約

束
の
遵
守
」
が
基
準
と
な
り
、
そ
の
解

決
方
法
も
企
業
内
処
理
か
ら
外
部
解
決

機
関
を
交
え
た
対
外
的
な
解
決
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
マ
ス
コ
ミ
や
ネ

ッ
ト
上
で
も
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
な
ど
を
取

り
上
げ
、外
部
の
監
視
も
強
ま
っ
て
い
る
。

・「
問
題
社
員
」
に
対
し
て
、
上
長
が
放

置
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
、
き
ち
ん
と
対
処
す
る
こ
と
で
大

き
な
問
題
に
発
展
す
る
の
を
食
い
止
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
行
動
を
と
る
際
は
、

無
期
・
有
期
労
働
契
約
に
分
け
て
、
関

係
す
る
法
的
規
制
を
確
認
す
る
。
有
期

契
約
労
働
者
の
場
合
、
契
約
期
間
中
の

解
雇
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
「
や
む
を
得

な
い
事
由
」
が
必
要
で
あ
る
。

・
能
力
不
足
と
は
賃
金
の
対
価
で
あ
る

労
務
提
供
義
務
の
不
履
行
状
態
を
指
し
、

解
雇
（
解
約
）
理
由
と
な
り
得
る
。

し
か
し
、
営
業
成
績
不
良
と
い
っ
た

能
力
不
足
を
理
由
に
解
雇
し
た
い
場
合
、

労
働
契
約
法
第
十
六
条
に
も
あ
る
通
り

「
客
観
的
・
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
、
社

会
通
念
上
相
当
」
と
認
め
ら
れ
る
場
合

を
想
定
し
て
お
り
、
会
社
は
解
雇
権
以

外
の
労
務
指
揮
権
を
有
し
て
い
る
た
め
、

即
座
に
解
雇
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

会
社
が
能
力
不
足
の
労
働
者
に
対
し

て
執
る
べ
き
労
務
指
揮
権
と
し
て
、
業

務
指
示
・
業
務
配
置
・
教
育
、
指
導
が

挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
能
力
を
改
善
す

る
具
体
的
な
業
務
指
示
を
し
て
い
る
か
、

単
に
閑
職
に
配
転
す
る
の
で
は
な
く
、

能
力
に
合
っ
た
業
務
に
配
置
し
て
い
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

ま
た
、
注
意
指
導
の
記
録
化
も
大
切

あ
る
。
業
務
記
録
の
保
全
に
つ
い
て
は
、

人
事
考
課
も
含
ま
れ
る
の
で
、
能
力
不

足
が
う
か
が
え
る
評
価
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

能
力
不
足
社
員
へ
の
実
務
対
応
と
し

て
は
、①
十
分
な
労
務
指
揮
を
行
使（
配

転
な
ど
能
力
不
足
社
員
へ
改
善
機
会
を

付
与
）
②
労
務
指
揮
で
ま
か
な
い
得
な

い
業
務
支
障
が
あ
る
こ
と
、
を
証
明
す

る
こ
と
で
、
解
雇
権
行
使
が
権
利
濫
用

と
見
な
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
る
。

〈
そ
の
他
の
ケ
ー
ス
別
実
務
対
策
〉

・
勤
務
態
度
不
良
社
員
へ
の
実
務
対
応

・
メ
ン
タ
ル
社
員
へ
の
実
務
対
応

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
社
員
へ
の
実
務
対
応

・
私
生
活
上
ト
ラ
ブ
ル
社
員
へ
の
実
務

対
応

第
五
講
は
、「
有
期
契
約
社
員
の
契

約
対
応
実
務
」
を
テ
ー
マ
に
、
石
嵜
・

山
中
法
律
事
務
所
ヴ
ァ
イ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
弁
護
士

塚
越

賢
一
郎
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、
十
月
二
七
日
㈮
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
階
研
修
室
に
て

開
催
し
、
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

近
年
、
多
く
の
会
社
で
有
期
契
約
社

員
の
活
用
が
進
む
一
方
、
労
働
契
約
の

終
了
や
更
新
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多

発
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル

を
回
避
す
る
に
は
、
事
業
主
と
し
て
、

契
約
終
了
・
雇
止
め
の
場
合
の
法
律
上

の
規
定
や
判
例
・
解
釈
を
し
っ
か
り
と

理
解
し
、
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
契
約
更
新
や
新
規
に
採
用
す

る
場
合
も
、
今
後
の
人
事
・
要
員
計
画

等
に
基
づ
き
厳
格
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

他
方
で
、
二
〇
一
三
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
改
正
労
働
契
約
法
十
八
条
に
定

め
ら
れ
た
「
無
期
転
換
申
込
権
」
の
発

生
時
期
が
迫
り
つ
つ
あ
り
、
各
企
業
は
、

有
期
雇
用
特
別
措
置
法
に
よ
る
適
用
除

外
な
ど
を
加
味
し
つ
つ
、
人
材
活
用
の

観
点
を
踏
ま
え
て
人
事
方
針
を
決
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
澤
運

輸
事
件
で
着
目
さ
れ
た
労
働
契
約
法
二

十
条
に
定
め
ら
れ
た
不
合
理
な
取
り
扱

い
の
禁
止
へ
の
対
処
も
必
要
と
な
っ
て

お
り
、
有
期
労
働
契
約
を
巡
っ
て
は
新

た
な
法
規
制
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
を
踏
ま
え
て
、
実

務
的
・
実
践
的
な
内
容
に
フ
ォ
ー
カ
ス

し
、
最
近
の
判
例
等
か
ら
み
た
対
策
や

注
意
点
等
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
労
働
契
約
法
上
の
新
た
な
法
規
制
の

主
な
ポ
イ
ン
ト

①
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
特
別
措
置
法

↓
一
定
期
間
内
に
完
了
す
る
業
務
従

事
者（
高
収
入
・
高
度
専
門
知
識
）、定

年
後
に
継
続
雇
用
さ
れ
て
い
る
高
齢
者

②
雇
止
め
法
理
の
適
用
の
明
確
化

安藤 源太弁護士
（第4講）

塚越 賢一郎弁護士
（第5講）
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平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
五
講

「
メ
ン
バ
ー
全
員
が
活
性
化
す
る
職
場
の
法
則
」を
テ
ー
マ

に
、人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
本
田
有
明
氏
が
講
演

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
第
六
講

「『
課
長
の
行
動
指
針
』
を
つ
く
る
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
開
催

③
期
間
の
定
め
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
（
長
澤

運
輸
事
件
、京
都
市
女
性
協
会
事
件
）

↓
正
規
雇
用
者
と
非
正
規
雇
用
者
間

で
賃
金
、
手
当
、
賞
与
等
で
差
異
が

あ
る
場
合
は
合
理
的
に
説
明
で
き
る

よ
う
に
準
備
し
、
就
業
規
則
等
も
別

に
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

・
有
期
契
約
社
員
の
採
用
時
と
契
約
締

結
時
の
留
意
点

①
一
回
の
契
約
期
間
の
上
限
、
労
働

条
件
の
明
示
、
契
約
期
間
に
つ
い
て

の
配
慮

②
職
種
限
定
、
業
務
限
定
、
勤
務
地

限
定
に
関
す
る
留
意
点

・
有
期
契
約
社
員
の
処
遇
及
び
更
新
時

の
留
意
点

①
黙
示
の
更
新
↓
更
新
手
続
の
重
要

性②
相
談
窓
口
に
関
す
る
事
項
の
明
示

義
務

③
無
期
転
換
申
込
権
の
放
棄

・
有
期
契
約
社
員
の
雇
止
め
及
び
解
雇

時
の
留
意
点

①
契
約
期
間
中
の
解
雇
は
原
則
と
し

て
で
き
な
い
。
例
外
と
し
て
や
む
を

得
な
い
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
限

ら
れ
る

②
雇
止
め
の
有
効
性
を
判
断
す
る
基

準③
雇
止
め
の
必
要
性
と
社
会
的
妥
当

性
↓
解
雇
権
行
使
時
と
同
様
に
、
社

会
的
妥
当
性
（
企
業
に
よ
る
改
善
策

の
実
行
）
が
求
め
ら
れ
る

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
五
講
は
、「
メ
ン
バ
ー
全
員

が
活
性
化
す
る
職
場
の
法
則
」
を
テ
ー

マ
に
、
引
き
続
き
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
本
田

有
明
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、
九
月
一
日
㈮
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開

催
し
、
三
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

近
年
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
従

業
員
か
ら
相
談
の
多
い
テ
ー
マ
で
あ
る

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、

日
頃
自
分
自
身
が
心
掛
け
て
い
る
こ
と

や
会
社
へ
の
提
言
を
作
成
し
て
グ
ル
ー

プ
内
で
共
有
し
、
具
体
的
な
対
処
法
や

相
手
に
力
を
与
え
る
声
が
け
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
メ
ン
バ
ー
が
活
性
化
す
る
仕
掛

け
づ
く
り
の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し

て
い
た
だ
き
、「
失
敗
に
学
ぶ
強
い
組

織
を
ど
う
作
る
か
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
演
習
を
交
え
な
が
ら
考
え
ま
し
た
。

（
講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
概
要

・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
に
対
処
す
る
心
が
け

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る

①
業
務
の
標
準
化
・
平
準
化
を
常
に

心
が
け
る

②
人
を
傷
つ
け
か
ね
な
い
言
葉
は
日

頃
か
ら
使
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

③
叱
責
す
る
言
葉
が
、
指
導
・
育
成

の
観
点
か
ら
は
み
出
し
て
い
な
い
か

を
確
認
す
る

④
人
を
承
認
・
賞
賛
す
る
態
度
を
身

に
つ
け
て
お
く

⑤
仮
に
口
を
す
べ
ら
せ
て
も
損
な
わ

れ
な
い
、
強
固
な
信
頼
関
係
を
構
築

し
て
お
く

・
ほ
め
て
認
め
て
こ
そ
人
は
伸
び
る
の

で
、
感
謝
を
表
す
声
が
け
を
意
識
し
、

期
待
と
信
頼
を
相
手
に
伝
え
る

・
メ
ン
バ
ー
が
活
性
化
す
る
仕
掛
け
を

で
き
る
も
の
か
ら
取
り
入
れ
て
み
る
。

例
え
ば
、
残
業
時
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て
お
菓
子
を
配
り
な
が
ら
部

下
と
二
言
三
言
言
葉
を
交
わ
す
「
ス
イ

ー
ツ
タ
イ
ム
」
は
、「
き
ち
ん
と
見
て

い
ま
す
」
と
の
「
承
認
」
に
な
り
、
業

務
量
の
確
認
に
も
な
る
た
め
、
仕
事
の

平
準
化
に
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

失
敗
に
学
ぶ
強
い
組
織
を
作
る

平
成
二
九
年
度
課
長
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
講
座
第
六
講
は
、「『
課
長
の
行
動
指

針
』
を
つ
く
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
引
き

続
き
人
事
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本

田

有
明
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

九
月
八
日
㈮
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
三
四
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
自
分
の
若
手
時
代

に
感
銘
を
受
け
た
り
、
や
る
気
を
阻
害

さ
れ
た
体
験
や
心
掛
け
た
い
指
導
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、
他
者

理
解
を
図
り
ま
し
た
。

行
動
指
針
の
作
成
に
向
け
て
、
ト
ヨ

タ
が
将
来
に
向
け
て
共
有
す
る
べ
き
価

値
観
と
行
動
指
針
を
定
め
た「
ト
ヨ
タ
・

ウ
ェ
イ
」
に
触
れ
、
五
つ
の
キ
ー
ワ
ー

ド
（
①
チ
ャ
レ
ン
ジ
②
改
善
③
現
地
現

物
④
尊
重
⑤
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
の
趣
旨

を
理
解
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
講
義
の
総
集
編

と
し
て
、
課
長
が
押
さ
え
て
お
き
た
い

分
析
手
法
や
計
画
的
偶
発
性
理
論
や
マ

ズ
ロ
ー
の
欲
求
五
段
階
説
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
育
成
上
手
な
上
司
」
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
基
に
今
後
の
挑
戦
課
題
を
作

成
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
意
見

交
換
を
行
い
な
が
ら
、「
課
長
の
行
動

指
針
」
と
し
て
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て

い
き
ま
し
た
。

〈
グ
ル
ー
プ
演
習
〉

「『
課
長
の
行
動
指
針
』
を
つ
く
る
」

全
六
講
を
通
し
て
、
異
業
種
な
が
ら

も
相
手
を
理
解
し
、
参
加
者
同
士
で
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
一
人

ひ
と
り
が
課
長
職
の
使
命
と
役
割
に
つ

い
て
考
え
、
気
づ
き
を
得
ら
れ
た
様
子

で
し
た
。

日
頃
の
職
場
で
は
、
何
か
と
会
議
が

多
く
、
か
つ
「
連
絡
・
指
示
型
」
会
議

に
と
ど
ま
り
、
そ
の
結
果
、
問
題
意
識

の
共
有
や
合
意
形
成
が
不
十
分
と
な
り
、

決
定
し
た
施
策
も
実
効
性
の
乏
し
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
チ
ー

ム
内
に
優
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
持
っ
た
�
よ
き
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
�
が
い
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

課長力パワーアップ講座

グループ発表

講演を行う
本田 有明氏
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【
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
共
催
】

平
成
二
十
九
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
五
講

『
サ
ー
ビ
ス
接
遇
』

第
六
講

『
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
磨
く
』

第
七
講

『
信
頼
関
係
を
築
く

ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
』

第
八
講

『
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
』

第
九
講

『
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
』

す
。こ

う
し
た
現
状
を
打
開
し
、
会
議
の

活
性
化
や
組
織
の
実
行
力
を
高
め
る
た

め
に
、
九
月
一
二
日
㈫
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
に
て
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
」
を
開
催
し
、
講
師
に
株
式
会
社

イ
ン
ソ
ー
ス
の
菅
原
敦
子
氏
を
お
迎
え

し
、
一
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
〉

①
事
前
準
備
と
進
め
方
を
設
計
す
る

「
場
の
デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
」

②
参
加
者
の
意
見
や
思
い
を
引
き
出
す

「
対
人
関
係
ス
キ
ル
」

③
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
論
点
を
絞

り
出
す
「
構
造
化
の
ス
キ
ル
」

④
や
る
こ
と
、
や
ら
な
い
こ
と
を
決
め

る
「
合
意
形
成
の
ス
キ
ル
」

参
加
者
の
多
く
が
実
際
に
職
場
で
会

議
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
悩
み
を
打
ち

明
け
互
い
に
助
言
し
合
う
様
子
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

〈
参
加
者
感
想
〉

・
会
議
進
行
に
悩
ん
で
い
た
が
、
自
身

の
進
行
と
事
前
準
備
に
問
題
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
た
。

・
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
実
際
の
会
議
で
活

用
し
、
上
手
く
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
し
な

が
ら
「
決
め
る
会
議
」
を
作
っ
て
い
き

た
い
。

八
月
二
六
日
㈯
開
催
・
一
五
名
参
加

第
五
講
は
「
サ
ー
ビ
ス
接
遇
」
を
テ

ー
マ
に
、W

ith
you

さ
い
た
ま
に
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

喜
多

朋
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
接

客
や
販
売
等
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
業
務
に

求
め
ら
れ
る
接
遇
・
応
対
の
ス
キ
ル
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加

者
同
士
で
実
践
を
交
え
な
が
ら
講
義
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
体
験
で
、
自
身
が
お
客

様
と
し
て
印
象
に
残
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

挙
げ
て
、
お
客
様
を
観
察
し
て
先
手
で

行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し

ま
し
た
。

「
エ
ゴ
グ
ラ
ム
分
析
」
を
通
し
て
、
自

己
理
解
と
お
客
様
心
理
の
理
解
の
双
方

に
役
立
ち
、ク
レ
ー
ム
対
応
に
も
応
用
で

き
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
良
い
点
や
改
善
点
を
見
出
そ
う

と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
一
日
㈮
開
催
・
四
二
名
参
加

第
六
講
は
「
自
分
ら
し
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
磨
く
」
を
テ
ー
マ
にW

ith
you

さ
い
た
ま
に
て
、
早
川
オ
フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
周
囲
か
ら
期
待
さ
れ
る
役
割
や
影

響
力
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
、
自
分
ら

し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
講
義
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
さ
れ
た
理
想
的

な
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た

だ
き
、近
年
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
バ
ン

ト
リ
ー
ダ
ー
を
始
め
様
々
な
タ
イ
プ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
像
を
理
解
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
身
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ

け
で
な
く
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
の
重
要
性
や
そ

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

講
義
後
半
で
は
、
自
身
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
像
をBeing

とDoing

に
分

け
て
行
動
計
画
を
考
え
、
一
日
を
通
し

て
自
分
な
り
の
強
み
を
活
か
し
た
リ
ー

ダ
ー
像
を
見
つ
け
る
一
助
と
な
っ
た
様

子
で
し
た
。

九
月
八
日
㈮
開
催
・
三
五
名
参
加

第
七
講
は
「
信
頼
関
係
を
築
く
ア
ク

テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に
、

W
ith
you

さ
い
た
ま
に
て
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
他
者
か
ら

本
音
を
引
き
出
し
、
信
頼
関
係
を
築
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ス
キ
ル
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
に
必
要
な

他
者
と
信
頼
関
係
を
築
く
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
双
方
の
複
数
回
に
わ
た
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
で
あ
り
、
相

手
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

の
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
度
認

識
し
ま
し
た
。

後
半
の
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
相
手
の

本
音
を
引
き
出
す
「
き
き
方
」
を
意
識

し
て
、
短
時
間
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

の
で
は
な
く
、
話
し
手
の
一
言
一
言
の

中
身
を
探
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

九
月
二
十
日
㈬
開
催
・
二
八
名
参
加

第
八
講
は

「
女
性
リ
ー

ダ
ー
養
成
」

を
テ
ー
マ
に
、

W
ith

you

さ
い
た
ま
に

て
、
早
川
オ

フ
ィ
ス

早

川

優
子
氏

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
将
来
管
理

職
と
な
る
場
合
に
必
要
な
考
え
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
講
義
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
定
義
や
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
何
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
の
か
な
ど
、人
の
管
理
と
仕
事
の
管
理

に
分
け
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
下
指
導
の
ス
キ
ル
と
し
て
、傾
聴
・

質
問
・
承
認
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
つ

い
て
演
習
を
通
し
て
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
良
し
悪
し
は
「
聴
き

手
」
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
体
感
し

た
よ
う
で
す
。

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
は
、
部
下
か
ら

相
談
を
受
け
る
設
定
で
行
い
、
上
司
役

が
話
し
て
い
る
時
間
が
長
く
な
り
が
ち

で
し
た
が
、
ペ
ー
シ
ン
グ
を
始
め
と
す

る
本
日
学
ん
だ
ス
キ
ル
を
用
い
な
が
ら

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

九
月
二
八
日
㈭
開
催
・
一
九
名
参
加

第
九
講
は
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、W

ith
you

さ
い
た
ま

グループワークを通して活発な
意見交換が行われた

スキル習得のための様々な
グループワークが行われた

働く女性応援講座
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第
十
講

『
チ
ー
ム
力
を
高
め
る

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
』

第
十
一
講

『
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ・コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
』

第
十
二
講

『
女
性
を
部
下
に
持
つ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
』

第
十
三
講

『
チ
ー
ムマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

���
���
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���
���
���
���
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���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
九九
月月
例例
会会
開開
催催

に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招

き
し
、
自
分
が
望
む
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
あ
っ
た
働
き
方
や
生
き
方
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
参
加
者
同

士
対
話
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
く

方
法
で
講
義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
「
満
足

度
」
と
い
う
視
点
で
振
り
返
り
、「
自

分
ら
し
さ
」
の
気
づ
き
を
得
ま
し
た
。

自
分
の
や
る
気
の
源
や
仕
事
に
対
す

る
興
味
や
関
心
を
探
求
し
、
今
後
の
よ

り
望
ま
し
い
生
き
方
や
働
き
方
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
上
で
譲
れ
な
い
「
価
値
観
」

を
明
確
に
し
、
こ
れ
ら
が
実
現
で
き
る

よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
分
ら
し
さ
」
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
仕
事

の
進
め
方
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
方
向
性

を
整
理
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
よ
う

で
し
た
。

十
月
六
日
㈮
開
催
・
四
二
名
参
加

第
十
講
は
「
チ
ー
ム
力
を
高
め
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
を
テ
ー
マ
に
、

W
ith

you

さ
い
た
ま
に
て
、
早
川
オ

フ
ィ
ス

早
川

優
子
氏
を
講
師
と
し

て
お
招
き
し
、
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
チ

ー
ム
で
仕
事
を
進
め
る
前
に
意
識
し
て

お
く
べ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
講

義
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
信
頼
関
係
の
重

要
性
や
部
下
一
人
一
人
の
タ
イ
プ
に
合

わ
せ
た
指
導
を
行
う
必
要
性
を
実
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
で
は
、「
学
び
三
カ
条
」
を
全

チ
ー
ム
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
チ
ー

ム
で
仕
事
を
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

参
加
者
は
リ
ー
ダ
ー
の
立
場
の
方
も

多
く
、
講
師
の
説
明
や
狙
い
の
理
解
力

が
高
く
、
今
後
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
取
り
組
も
う
と

す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
一
二
日
㈭
開
催
・
四
一
名
参
加

第
十
一
講
は
「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

相
手
や
周
囲
の
気
持
ち
や
感
情
を
尊
重

し
つ
つ
、
自
分
自
身
も
表
現
し
て
い
く

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
学
び
ま
し
た
。

自
己
診
断
を
通
し
て
、
自
身
の
表
現

の
仕
方
に
ど
の
よ
う
な
特
性
が
あ
る
の

か
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
方

が
後
輩
に
対
し
て
注
意
し
に
く
い
と
い

う
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
相
手
中
心
の
き
き
方
」
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
話
す
側
の
様
子
や
気
持
ち

に
変
化
が
表
れ
る
こ
と
を
体
感
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
表
現

の
仕
方
を
事
例
を
含
め
な
が
ら
確
認
し

た
後
、
言
い
た
い
こ
と
を
上
手
く
伝
え

る
方
法
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
を
通
し
て
学

び
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
課
題
や
疑
問
を
感
じ

て
る
方
も
多
く
、
受
講
の
様
子
か
ら
も

関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

十
月
一
六
日
㈪
開
催
・
二
七
名
参
加

第
十
二
講
は
「
女
性
を
部
下
に
持
つ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
研
修
」
を
テ
ー
マ
に
、

W
ith

you

さ
い
た
ま
に
て
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

能
勢

み
ゆ
き

氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
女
性
社

員
の
能
力
を
引
き
出
し
、
将
来
の
女
性

管
理
職
を
効
果
的
に
育
成
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
や
接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
男
女

間
、
ま
た
世
代
に
よ
っ
て
も
考
え
方
が

異
な
る
こ
と
を
理
解
し
、
女
性
の
働
き

方
と
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
個
々
人

の
能
力
や
意
欲
に
合
わ
せ
た
対
応
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

面
談
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
ン
グ
で
は
、
他
者
の
面
談
の
進
め
方

を
み
て
学
び
が
多
く
あ
っ
た
と
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

各
自
課
題
を
認
識
し
て
参
加
さ
れ
た

方
が
多
く
、
参
加
者
同
士
の
交
流
や
講

座
内
容
を
通
し
て
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

得
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

十
月
二
七
日
㈮
開
催
・
二
一
名
参
加

第
十
三
講
は
「
チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
を
テ
ー
マ
に
、W

ith
you

さ
い

た
ま
に
て
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト

河
﨑

理
恵
子
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
チ
ー
ム
運
営
を
実
際
に
体
験
し
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
現
場
で
実
践
で
き
る
ポ

イ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
講
義
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
で
成
果
を
出
す
た
め
に
リ
ー

ダ
ー
の
立
場
に
あ
る
人
は
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
の
特
徴
や
強
み
を
理
解
す
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
相
手
の
状
況
に
よ
っ
て
関
わ

り
方
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

特
に
職
場
で
必
要
な
働
き
か
け
方
で

あ
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
コ
ー
チ
ン
グ
を

ワ
ー
ク
で
体
験
し
、
日
々
の
忙
し
い
環

境
で
コ
ー
チ
ン
グ
を
行
う
難
し
さ
を
感

じ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

が
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

効
果
に
つ
い
て
事
例
を
含
め
て
紹
介
す

る
こ
と
で
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

職
場
で
実
践
で
き
る
ス
キ
ル
を
習
得
で

き
た
様
子
で
し
た
。

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

�
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
�

を
学
ぶ
〜
�
先
が
見
え
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
�
で
打
ち
勝
つ
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

た
め
に
〜
」
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー

ト
ナ
ー
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加

地
照
子
氏
講
演
会
を
開
催

九
月
二
〇
日
㈬
、
青
年
経
営
者
部
会

の
九
月
例
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に

て
開
催
さ
れ
、
八
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

◇
講
演
会
概
要

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
今
何
が
起
き
て
い

る
の
か
」「
今
求
め
ら
れ
て
い
る
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
？
」

「
基
礎
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
共
有
す

る
と
相
乗
効
果
が
上
が
る
」「
コ
ー
チ

ン
グ
を
体
感
す
る
」
の
四
部
構
成
。

適
宜
実
技
を
交
え
、
参
加
者
同
士
で

実
際
に
コ
ー
チ
ン
グ
を
体
感
し
な
が
ら

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
今
何
が
起
き
て
い
る
の
か

「
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
」
と
は
「
不
安

定
さ
・
不
確
実
さ
・
複
雑
さ
・
曖
昧
さ

に
よ
っ
て
、
先
が
見
通
し
に
く
い
」
現

代
を
指
し
、
そ
の
環
境
の
中
で
は「『
働

き
方
』
を
シ
フ
ト
す
る
」
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

・
第
一
の
シ
フ
ト
…
ゼ
ネ
ラ
リ
ス
ト
か

ら
「
連
続
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
へ

・
第
二
の
シ
フ
ト
…
孤
独
な
競
争
か
ら

「
協
力
し
て
起
こ
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
へ

・
第
三
の
シ
フ
ト
…
大
量
消
費
か
ら

「
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
経
験
」
へ

今
ま
で
の
成
功
体
験
は
通
じ
ず
、
経
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新新
入入
社社
員員
フフ
ォォ
ロロ
ーー
アア
ッッ
ププ
研研
修修
をを
開開
催催

営
者
は
、
自
ら
に
あ
ら
ゆ
る
問
い
掛
け

を
し
な
が
ら
、
部
下
を
信
頼
し
て
全
面

的
に
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
で
き
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
。

◆
今
求
め
ら
れ
て
い
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
？

「
よ
り
一
層
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
周
囲
に
肯
定
的
な
影
響
を
さ
ら
に

及
ぼ
せ
る
よ
う
、自
身
か
ら
意
識
変
革
・

行
動
変
革
を
行
う
」
こ
と
を
支
援
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◆
基
礎
的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
共
有
す

る
と
相
乗
効
果
が
上
が
る

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
「
内
省

す
る
・
信
頼
を
獲
得
す
る
・
思
考
の
枠

を
外
す
・
承
認
す
る
」
こ
と
の
大
切
さ

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
コ
ー
チ
ン

グ
の
効
果
が
上
が
る
。

◆
コ
ー
チ
ン
グ
を
体
感
す
る

実
際
に
3
つ
の
ワ
ー
ク
で
コ
ー
チ
ン

グ
を
体
感
す
る
。「
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ

ー
ド
（
自
分
が
変
革
す
る
ア
イ
デ
ア
を

周
り
の
人
か
ら
も
ら
う
こ
と
）」「
1
on

1
コ
ー
チ
ン
グ
」「
計
画
を
尋
ね
合
う
」

◆
ま
と
め

・
先
行
き
が
不
透
明
な
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時

代
で
も
、
屈
す
る
こ
と
は
な
い
。「
ビ

ジ
ョ
ン
・
理
解
・
明
瞭
さ
・
敏
捷
さ
」

を
持
っ
て
立
ち
向
か
え
ば
、
打
ち
勝
つ

こ
と
が
で
き
る
。

・
コ
ー
チ
ン
グ
は
未
来
に

向
け
て
の
「
対
等
と
な
る

に
ふ
さ
わ
し
い
相
関
関
係

に
あ
る
二
者
」
双
方
向
の

行
動
で
あ
り
、「
未
来
を

語
る
」
場
面
が
多
い
の
で
、

前
向
き
な
や
り
と
り
が
出

来
、
楽
し
い
。

最
後
に
、
内
藤
副
部
会

長
は
謝
辞
と
し
て
「
問
い

に
対
し
て
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
こ
と
は

『
表
面
的
で
い
つ
も
の
思
考
』
の
枠
を

出
て
い
な
い
も
の
。
実
技
を
通
し
て
、

そ
れ
以
外
の
も
の
を
引
き
出
さ
れ
た
。

自
分
の
思
い
を
深
堀
り
し
て
い
な
い
こ

と
に
気
づ
き
、
普
段
考
え
て
い
な
い
よ

う
な
こ
と
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
社
員
の
人
と
取
り
組
め

ば
、
良
い
意
見
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に

思
う
」
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

・
講
演
・
実
技
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
し
て
「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー

チ
ン
グ
」
と
そ
の
効
果
を
体
感
す
る
貴

重
な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
懇
親
会

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
た

方
も
お
迎
え
し
て
参
加
者
全
員
が
近
況

報
告
を
行
い
、
懇
親
を
深
め
る
と
共
に

様
々
な
情
報
交
換
の
場
と
も
な
り
ま
し

た
。

一
〇
月
一
六
日
㈪
・
一
八
日
㈬
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
、
新
入
社

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催
し
、

総
勢
九
〇
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問

や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
り
、
慣

れ
か
ら
の
緩
み
が
生
じ
た
り
す
る
こ
の

時
期
に
「
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、

よ
り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考

え
方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

意
欲
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

様
々
な
課
題
に
取
組
み
ま
し
た
。（
研

修
の
概
要
は
以
下
の
通
り
）

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
討
議
形

式
の
参
加
者
体
験
型
で
進
め
ら
れ
、
グ

ル
ー
プ
内
の
異
業
種
メ
ン
バ
ー
と
「
体

験
と
振
り
返
り
」
を
重
ね
る
中
で
気
づ

い
た
こ
と
を
、
職
場
で
の
具
体
的
な
実

践
に
繋
げ
る
こ
と
、
加
え
て
「
他
流
試

合
」「
異
業
種
交
流
」
を
狙
い
と
し
て

い
ま
す
。

午
前
中
の
「
職
場
生
活
の
振
り
返

り
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
入
社
後
の
経

験
を
「
失
敗
談
・
苦
労
話
・
嬉
し
い
経

験
・
工
夫
点
」
と
し
て
グ
ル
ー
プ
内
で

共
有
、
討
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、午
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク「
職

場
で
期
待
さ
れ
る
心
構
え
と
役
割
の
再

確
認
」
で
は
、
ゲ
ー
ム
参
加
を
通
じ
て

「
ト
ッ
プ
・
中
間
管
理
職
・
部
下
」
の

役
割
を
間
接
的
に
疑
似
体
験
す
る
こ
と

で
、
積
極
的
な
取
組
み
姿
勢
と
職
場
の

中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

特
に「
報
告
・
連
絡
・
相
談
の
重
要
性
」

に
関
し
て
学
び
ま
し
た
。

続
く
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
振
り
返

り
」
で
は
テ
ス
ト
形
式
に
よ
っ
て
「
言

葉
づ
か
い
・
電
話
応
対
・
お
辞
儀
の
仕

方
・
名
刺
交
換
・
来
客
対
応
・
訪
問
時

の
マ
ナ
ー
」
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
の
「
今
後
の
挑
戦
課
題

と
目
標
設
定
を
考
え
る
」
で
は
、『
私

の
宣
言
書
』
と
し
て
「
会
社
か
ら
期
待

さ
れ
る
こ
と
・
自
分
の
長
所
短
所
・
3

年
後
の
目
指
す
姿
・
自
己
啓
発
の
具
体

的
な
内
容
・
こ
の
研
修
で
学
ん
で
明
日

か
ら
具
体
的
に
始
め
る
こ
と
」
と
い
っ

た
項
目
を
ま
と
め
会
社
に
提
出
す
る
、

と
い
う
課
題
が
出
さ
れ
、
実
際
に
グ
ル

ー
プ
内
で
「
明
日
か
ら
の
取
組
み
」
を

宣
言
し
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、

・
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
と
感
じ
る
こ

の
時
期
に
、
も
う
一
度
気
を
引
き
締
め

な
お
す
良
い
機
会
だ
っ
た
。
異
業
種
の

方
と
も
意
見
交
換
が
出
来
て
、
有
意
義

な
時
間
だ
っ
た
。

・
日
頃
自
分
が
実
践
出
来
て
い
る
こ
と
、

出
来
て
い
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

特
に
報
連
相
の
難
し
さ
や
重
要
性
を
実

感
し
た
の
で
、
明
日
か
ら
実
践
し
て
い

き
た
い
。

・
異
業
種
の
方
と
一
緒
に
「
失
敗
談
や

苦
労
し
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や

工
夫
し
て
い
る
点
」
に
関
し
て
共
有
し
、

皆
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
て
い
る
と
知

っ
て
安
心
し
た
り
、ま
た
刺
激
を
受
け
た
。

と
い
っ
た
感
想
が
出
さ
れ
る
な
ど
、

貴
重
な
「
振
り
返
り
の
場
」
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

エグゼクティブ・コーチング実技風景①

エグゼクティブ・コーチング実技風景②

職場での具体的実践に繋げるために、
グループワークでの気づきを振り返る

積極的な取組み姿勢とコミュニケーション
の重要性を再確認するための教育ゲーム

名刺交換・訪問のマナーなど、ビジネス
マナーを再確認する

加地照子 講師

講義する古澤美奈子講師
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判決という意思決定に
至るプロセスの検討は、
裁判以外の意思決定にも
通じるものがあるのでは
ないかと思います。

学歴・略歴
川又 伸彦
（かわまた のぶひこ）
1992年3月 中央大学大
学院法学研究科博士課程
後期課程 単位取得退学
日本大学法科大学院教授
などを経て2008年4月よ
り、埼玉大学経済学部教
授。2014年4月より副学
長。2015年4月より大学
院人文社会科学研究科教
授。

先日、平成29年9月27日に最高
裁は、公職選挙法の定める参議院の議員定数不均
衡（一票の重みの較差）について、違憲状態とは
いえないという判断を下しました。このように、
法律などが憲法違反であると争う裁判を憲法裁判
（憲法訴訟）といいます。この裁判において、よ
り手厚く基本的人権を保護するには、どのように
裁判手続きが進められるべきか、どのような判断
過程を経るべきかをなどを検討するのが、私の主
たる研究課題です。たとえば、実在の人物を題材
にフィクションも交えて描く小説について、裁判
所が、小説の文章からことさらに名誉毀損的内容
を導いて、名誉毀損罪とすることは、表現の自由
の不当な制限になるのではないか、というような
ことを考えています。つまり、裁判所も基本的人
権を侵害しうるのであり、それをどう防ぐかを考
える必要もあるのです。
そして、この課題を考察するために、ドイツに
おける憲法裁判についての理論や制度を参考にし

ています。ドイツは、一般の裁判所とは別に憲法
裁判所を設置しています。憲法裁判所は、憲法裁
判のみを扱います。この憲法裁判所に個人が直接
に訴えることができるのは、公権力による基本的
人権侵害を理由とする憲法異議という手続きのみ
です。ドイツにおける基本的人権保障をめぐる裁
判の多くはこの手続きによっているために、この
制度や、これについての学説を研究しています。
この手続きは、あらかじめ一般の裁判所による救
済などの手続きを尽くしたのちでないと利用でき
ません。このため、憲法異議の多くは、一般の裁
判所の判決に対する異議申し立てとなっており、
日本の上告手続きによく似たものになっています。
このため、様々な点で日本の問題を考えるうえで
参考になるといえます。
この憲法異議の研究を通じて、私は、裁判のあ
りかたという、手続法的な観点から、基本的人権
保障の充実を考えています。

創薬システム
匂いセンサによる環境モ
ニタリング
医療診断用呼気センサシ
ステム
専門は化学センサ、セン
サ情報処理

略歴
内田 秀和
（うちだ ひでかず）
1990年 埼玉大学工学部
情報システム工学科 助
手
1997年 博士（工学、埼
玉大学）
2001年 埼玉大学工学部
電気電子システム工学科
助教授
2002年 スウェーデン
リンシェーピン大学 研
究員
2012年 埼玉大学 情報
メディア基盤センター
准教授
2014年 埼玉大学大学院
理工学研究科 教授

長い間期待されてきた「再生医
療」は技術的なブレイクスルーをきっかけに、そ
の実現の可能性が見えてきました。これまで有効
な手段がなくて治療が困難だった傷病でも根本的
な回復を期待できる再生医療はまさに夢の技術と
言ってよいでしょう。法律の整備により産業化を
加速する環境も整いつつあり、今後大きく発展し
そうな市場が見えてきました。これらの再生医療
の恩恵をより多くの人が安心して利用するにはま
だ多くの課題があります。安全性の確保を大前提
として、様々な可能性を試験し、最も有効な手法
をいち早く実現する必要があります。そして治療
費が妥当な価格でなければなりません。これらの
バランスをとって事業を成立させるのは再生医療
に限らない普遍的な課題と言えますが、そこに医
療とは全く畑の異なる工学が活躍できる余地があ
ります。現在、多くの分野で不可欠になっている
基本的な技術として、膨大な数の可能性の中から
目的とする条件を見つけ出す「スクリーニング」
の作業がありますが、工学的な立場で新しい手法
が開発されることによって、安全性が高く、より
効果の高い医薬品や細胞を迅速に作れる可能性が

高まってきました。
そこで、私たちは図のような極微小な容器が多
数並んだ新しいツールを開発して、医薬品の開発
や細胞培養に関するスクリーニングを迅速に行う
ための手法を研究しています。これまでは人ある
いはロボットがピペットを使って微小な容器に溶
液を注入、吸引するという作業をしていましたが、
新型デバイスでは遠心力を利用して溶液の移送を
行います。これにより従来に比べて非常に微量な
試薬を扱って多数の試験を迅速に進めることが可
能となりました。また、電子工学の技術を活用し
た評価方法を組み合わせることで、選別の信頼性
を高め、最適な条件を見つけ出せるよう工夫をし
ています。
このように
私たちは工
学の立場か
ら現代医療
のお手伝い
をさせてい
ただいてい
ます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第111111111111111111111111000000000000000000000000333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

日独の比較法的考察による憲法裁判の研究
埼玉大学 副学長／大学院人文社会科学研究科 法学研究領域 川 又 伸 彦 教授

高度医療を支える工学の技術
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 電気電子システム工学領域 内 田 秀 和 教授

高速スクリーニング用新型デバイス
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かつて、「第一次産業革命」での主たる生産方式は、
水や蒸気を動力源とした機械を使っていました。「第
二次産業革命」では、電気を使い機械を動かして分業
の仕組みを取り入れた大量生産が主な生産方式でした。
さらに、「第三次産業革命」では、コンピュータ制御
により生産工程の自動化が実現されました。現在、「第
四次産業革命」として名づけられた、インダストリー
4．0は、これらに続く製品の差別化を図り、大量生産
を廃止して、カスタマイゼーションヘ転換する生産方
式で、2013年ドイツ政府が推進する製造業の高度化を
目指す戦略的プロジェクトとして世界的な関心事です。
そして、このインダストリー4．0は、情報技術を駆使
し製造業を高度にデジタル化することで生産システム
を変革し、マスカスタマイゼーション（コンピュータ
を利用した柔軟な製造システムで特注品を製造するこ
と：変量変種生産）を可能とし、製造コストを大幅に
削減することを主目的としたプロジェクトです。全て
の機器がインターネットによってつながり、またビッ
グデータを活用しながら、各機械が連携して動くとと
もに、機械と人とが連携することで、製造現場が最適
化されるという考え方です。
従来の製造業では、熟練技能者のカンとコツを活か

して定められたコストを勘案して適切な精度と性能
（品質）および加工工程（加工時間）を検討した後、
製造ラインに乗せ生産していました。しかし、現在の
現場では労働人口の減少とともに、団塊の世代の退職
による熟練技能者の減少により技能の継承が難しく、
求められる精度で効率よく短時間で加工法を定めるこ
とができないため、納期に間に合わせるために汲汲と
していると言われています。特に、中小零細企業にお
いては、すぐれた技術者や技能者の獲得が大きな負担

となっています。従前は、企業の求める人材は、企業
内で育成していましたが、近年は企業内で技術・技能
の育成ができなくなってきています。そのために、技
術・技能を持った即戦力となると期待して新規採用し
ても期待通りでないスキル・ミスマッチが起こってい
ます。
ところで、熟練技能者が長年の経験で獲得した、カ
ンやコツで表されていた定性的な事柄を定量化すると
ともにアルゴリズム化し、熟練技能者のノウハウを視
覚化（見える化）することは、初心者のスキルアップ
のための教材として活用することが出来ると考えられ
ます。さらに、これらのデータを ITに結びつけ、デ
ータの集積がなされ、AI と連携できれば自動的に生
産の最適化が可能となってくると考えられています。
そこで、座学と実習を効果的に組み合わせ、産業界
のニーズに合った職業教育を柔軟に実施することがで
きれば、スキル・ミスマッチの低減に資することがで
きると考えることができます。今後も、我が国がもの
づくり立国として世界を牽引するためには、少ない労
働人口の中から、効率的に優れた人材を輩出し続けな
ければなりません。つまり、インダストリー4．0を意
識した生産方式に合致した人材を育成するための方策
が必要であるといえます。このことは、本学の基本理
念に謳われた理論と実践を理解したテクノロジストの
養成と合致するといえます。そして、インダストリー
4．0を意識した生産方式の構築のために熟練技能者の
カン・コツで表されていた膨大なデータの蓄積をすす
め、AI と連携するための研究や次世代を担う若者へ
の職業教育に取り組んでいきたいと考えています。そ
のために、教職員始め関係各位にこれまで以上のご協
力とご指導を賜りたいと願っています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第888888888888888888888888444444444444444444444444回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

ものつくり大学とインダストリー４．０
ものつくり大学学長 赤 松 明
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本
会
は
、
去
る
九
月
二
七
日
、
埼
玉

労
働
局
の
荒
木
局
長
の
訪
問
を
受
け
、

働
き
方
改
革
の
取
組
へ
の
協
力
要
請
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
長
時
間

労
働
削
減
な
ど
働
き
方
改
革
推
進
へ
の

協
力
を
本
会
に
求
め
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

■
要
請
内
容

働
く
方
の
健
康
の
確
保
を
図
り
、
労

働
の
質
を
高
め
、
生
産
性
を
向
上
し
つ

つ
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

改
善
し
、
女
性
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
全
て
の
人
々
が
働
き
や
す
い
社
会

に
変
え
て
い
く
た
め
に
は
、
長
時
間
労

働
を
是
正
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
、
依
然

と
し
て
長
時
間
労
働
の
問
題
が
認
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
率
が
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
状
況
は
埼
玉
県
内
で
も
同
様

で
あ
る
こ
と

か
ら
、
県
内

で
も
長
時
間

労
働
の
削
減

を
始
め
と
し

た
働
き
方
の

見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た

中
、
平
成
二

八
年
六
月
二

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や
、
平
成
二
九
年

三
月
二
八
日
に
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長

と
す
る
「
働
き
方
改
革
実
現
会
議
」
で

決
定
さ
れ
た
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
な
ど
に
お
い
て
、
働
き
方
改
革
の

実
行
・
実
現
の
た
め
長
時
間
労
働
の
是

正
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
旨
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
長
時
間
労
働
の
問
題
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、

①
著
し
い
過
重
労
働
や
賃
金
不
払
残
業

な
ど
の
撲
滅
に
向
け
た
監
督
指
導
の

強
化

②
休
暇
の
取
得
促
進
を
は
じ
め
と
し
た

「
働
き
方
の
見
直
し
」
に
向
け
た
企

業
へ
の
働
き
か
け
の
強
化

を
二
つ
の
柱
と
し
て
、
省
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

埼
玉
労
働
局
に
お
い
て
は
、
県
内
の

労
働
基
準
監
督
署
が
長
時
間
労
働
の
疑

わ
れ
る
事
業
場
に
対
し
て
重
点
的
に
監

督
指
導
を
行
い
、
長
時
間
労
働
の
是
正

を
指
導
す
る
、
県
内
の
企
業
の
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
目
的
で
県
内
の
六
金

融
機
関
と
の
間
に
「
働
き
方
改
革
に
係

る
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
す
る
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
貴
殿
に
も
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
埼

玉
県
公
労
使
会
議
に
お
い
て
「
非
正
規

雇
用
対
策
及
び
働
き
方
改
革
に
関
す
る

共
同
宣
言
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
も
、
十
月
を
「
年
次
有
給
休

暇
取
得
促
進
期
間
」、
過
労
死
等
防
止

啓
発
月
間
で
あ
る
十
一
月
を
「
過
重
労

働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
と
し
て
、

長
時
間
労
働
削
減
を
は
じ
め
と
す
る

「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
の
削
減
や
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
促
進
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
働
き
方
を
見
直
し
、
効
率
的
な
働

き
方
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
長
時
間
労
働
を
前
提
と
し

た
こ
れ
ま
で
の
労
働
慣
行
か
ら
、
早
く

帰
る
労
働
慣
行
へ
の
転
換
を
図
る
た
め

の
施
策
や
、
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し

や
す
い
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
た
め
の
施

策
等
、
各
々
の
企
業
の
実
情
に
応
じ
た

取
組
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、
朝
型
勤
務
や
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、
年
次
有
給
休
暇

の
計
画
的
付
与
制
度
な
ど
の
導
入
、
ま

た
、
埼
玉
県
公
労
使
会
議
に
お
い
て
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
県
民
の
日
（
十

一
月
十
四
日
）
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
、

十
一
月
二
二
日
（
勤
労
感
謝
の
日
前

日
）
の
県
内
一
斉
ノ
ー
残
業
デ
ー
等
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
貴
団
体
か
ら
は
、
傘
下

団
体
・
企
業
等
へ
の
働
き
方
改
革
や
夏

の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
に
関
す
る
周
知

啓
発
に
関
し
格
別
の
御
協
力
を
賜
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
改
め
て

こ
の
取
組
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

傘
下
団
体
・
企
業
等
に
対
し
ま
す
周
知

啓
発
に
向
け
た
御
協
力
の
程
、
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

労
働
契
約
法
第
一
八
条
の
有
期
労
働
契
約

者
の
無
期
転
換
申
込
み
が
、
来
年
四
月
一
日

か
ら
は
じ
ま
る
。
同
法
に
定
め
る
「
労
働
契

約
期
間
を
通
算
し
た
期
間
が
五
年
を
超
え

る
」
期
日
が
四
月
一
日
か
ら
順
次
到
来
す
る

か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
無
期
転
換
申
込
権
は
、

労
働
契
約
法
と
い
う
民
事
法
（
私
法
）
上
の

権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
労
働
者
が
行
使
し
て

無
期
転
換
申
込
み
を
す
る
か
ど
う
か
は
当
該

労
働
者
の
自
由
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
四
月
一

日
以
降
、
無
期
転
換
申
込

権
が
発
生
し
た
か
ら
と
い

っ
て
、
該
当
労
働
者
が
無

期
転
換
権
を
直
ち
に
行
使

す
る
と
は
限
ら
な
い
。

現
在
、
来
年
四
月
一
日

か
ら
の
無
期
転
換
申
込
み

に
備
え
て
、
企
業
は
人
事
制
度
を
改
正
し
た

り
、「
別
段
の
定
め
」
の
就
業
規
則
を
作
成

し
た
り
大
童
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

手
不
足
の
現
状
下
に
お
い
て
、
零
細
中
小
企

業
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
何
も
し
な
い
で

無
期
転
換
申
込
権
を
行
使
し
た
社
員
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
そ

れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
し
な
い
「
只
だ
無
期

と
な
る
だ
け
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
も
特

に
企
業
と
し
て
困
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

無
期
転
換
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
労
働
条

件
は
従
前
の
有
期
労
働
者
の
ま
ま
で
よ
く
、

労
働
契
約
更
新
手
続
が
不
要
と
な
る
だ
け
で

あ
る
。
無
期
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
正

社
員
と
な
る
訳
で
は
な
い
し
、
正
社
員
と
の

間
に
賃
金
等
労
働
条
件
に
相
違
が
あ
る
と
し

て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

は
無
期
社
員
同
士
の
場
合
は
適
用
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
時
間
給
制
の
ま
ま
で
、
か
つ
、

無
期
転
換
し
て
も
、
就
業
規
則
の
適
用
は
、

契
約
社
員
や
嘱
託
社
員
の
条
件
の
ま
ま
で
差

し
支
え
な
い
。
そ
の
こ
と
を
明
白
に
す
る
た

め
、
例
え
ば
、「
契
約
社
員
は
、
雇
用
期
間

を
定
め
て
雇
用
さ
れ
た
者
及
び
労
働
契
約
法

第
一
八
条
に
よ
り
、
無
期
転
換
し
た
者
と
す

る
。」
と
定
義
し
、
契
約
社
員
等
の
規
定
の
中

に
加
え
れ
ば
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
取
扱
い
に
よ
り
、
無
期
転
換
を
認

め
て
取
り
扱
う
と
い
う
単
な
る
無
期
で
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
、「
只
だ
無
期
」
の
場
合
に

は
、
労
働
契
約
に
期
間
が
な
く
な
る
の
で
、

労
働
契
約
関
係
は
労
働
者
の
退
職
か
、
企
業

側
の
解
雇
ま
で
高
年
齢
に
な
っ
て
も
継
続
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
六
〇
歳
の
正
社

員
の
定
年
を
超
え
て
も
、
契
約
社
員
の
定
年

制
が
な
け
れ
ば
雇
用
が
継
続
す
る
こ
と
に
な

る
。そ

れ
で
は
困
る
と
い
う
企
業
は
、
定
年
制

を
無
期
転
換
申
込
み
が
始
ま
る
前
に
就
業
規

則
で
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

定
年
は
正
社
員
と
同
じ
六
〇
歳
と
し
て
も
よ

い
し
、
近
時
の
傾
向
と
し
て
高
年
齢
者
の
有

期
再
雇
用
者
の
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

第
二
種
計
画
の
認
定
を
受
け
る
と
無
期
転
換

制
の
適
用
は
な
く
な
る
が
、
こ
れ
は
自
社
又

は
関
係
会
社
の
者
で
他
社
を
退
職
し
た
人
を

有
期
雇
用
で
受
け
入
れ
て
い
る
と
無
期
転
換

の
適
用
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、「
六
〇
歳
を

超
え
て
無
期
転
換
し
た
者
の
定
年
は
六
五
歳

と
す
る
」
と
か
、「
六
五
歳
を
超
え
て
無
期

転
換
し
た
者
の
定
年
は
別
に
定
め
る
」
と
い

っ
た
再
定
年
の
規
定
も
必
要
な
ケ
ー
ス
が
あ

る
。ま

た
、
無
期
に
な
る
と
私
傷
病
で
、
長
期

欠
勤
の
と
き
の
対
応
と
し
て
、「
私
傷
病
休

職
制
度
」
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。

来
年
四
月
に
迫
っ
た

無
期
転
換
対
応

弁
護
士

安
西

�

荒
木
埼
玉
労
働
局
長
よ
り
長
時
間
労
働
削
減
を

は
じ
め
と
す
る
「
働
き
方
改
革
」
に
向
け
た
取

組
に
関
す
る
要
請
書
を
受
け
る

埼
玉
労
働
局
荒
木
局
長

（
右
）よ
り
要
請
を
受
け
る

根
岸
専
務
理
事
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年
末
の
資
金
需
要
に
対
応
し
た

県
中
小
企
業
制
度
融
資
の
御
案
内

シ
ル
バ
ー
会
員
を
派
遣
社
員

と
し
て
御
紹
介
し
ま
す

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」

に
な
り
ま
せ
ん
か

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
採
用
し
ま
せ
ん
か

「
埼
玉
県
非
正
規
対
策
・
人
材
確
保

専
門
家
派
遣
事
業
」の
お
知
ら
せ

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

�
事
業
資
金
・
短
期
貸
付

賞
与
支
払
や
仕
入
等
の
た
め
の
短
期
運

転
資
金
と
し
て
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
1
・
1
％
以
内
（
信
用
保
証

な
し
融
資
は
年
1
・
5
％
以
内
）
で
、
限

度
額
は
2
千
万
円
で
す
。

�
小
規
模
事
業
資
金

従
業
員
数
が
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
原
則
5
人
）
以
下
の
小
規
模
企
業
者

の
方
が
、
担
保
や
第
三
者
保
証
人
な
し
で

御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
1
・
3
％
以
内
、
限
度
額
は

1
�
2
5
0
万
円
で
す
。

�
借
換
資
金

県
制
度
融
資
の
既
往
借
入
金
が
あ
る
方

で
、
毎
月
の
返
済
負
担
を
軽
減
し
た
い
場

合
に
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
新
規
運

転
資
金
の
追
加
も
で
き
ま
す
。）

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額

は
1
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資

金
及
び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料

相
当
額
の
合
計
の
範
囲
内
）
で
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
貸
付
を
信
用
保
証
な
し
で
御
利
用

い
た
だ
く
場
合
を
除
き
、
別
途
、
信
用

保
証
料
が
必
要
で
す
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

埼
玉
県
で
は
シ
ニ
ア
の
雇
用
拡
大
の
取

組
と
し
て
、「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
今
年
4
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
事
務
系
や
介
護
・
保
育
な
ど
の
人

手
不
足
分
野
を
は
じ
め
、
企
業
様
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
派
遣
社
員
と
し
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
派
遣
の
御
依
頼
や
御

相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
最
寄
の
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
御
相
談
い
た
だ
け

ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
サ
イ
ト
で
御
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

http
://w

w
w.saitam

aken-silver.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

シ
ル
バ
ー
・
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
公
益
財
団
法
人
い
き
い
き
埼
玉
）

（
0
4
8
―
7
2
8
―
7
8
4
1
）

※
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

県
シ
ニ
ア
活
躍
推
進
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
4
0
）

県
で
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
な

ど
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
男
女
が
と

も
に
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場
環
境
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
「
多
様
な
働
き

方
実
践
企
業
」
と
し
て
、
現
在
、
2
�
3

3
3
社
認
定
し
て
い
ま
す
。

認
定
項
目
は
「
短
時
間
勤
務
制
度
や
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
多
様
な
働
き
方
を

選
べ
る
か
」「
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続

け
て
い
る
か
」
な
ど
の
6
つ
で
、
2
つ
以

上
該
当
す
れ
ば
認
定
さ
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
た
企
業
に
は
、
認
定
証
、

楯
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
贈
呈
し
、
企
業
イ
メ

ー
ジ
の
ア
ッ
プ
や
求
人
の
際
の
Ｐ
Ｒ
に
御

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資
格

の
新
規
・
更
新
申
請
時
に
加
点
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
女
性
従

業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
な

ど
役
立
つ
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

認
定
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
職
員
が

手
続
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

ま
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

認
定
制
度
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や「
多

様
な
働
き
方
実
践
企
業
検
索
サ
イ
ト
」
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

シンボルマーク

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―

3
9
6
3
）

埼
玉
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
実

技
中
心
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
現
場
に
必
要

な
知
識
・
技
術
を
身
に
付
け
た
人
材
を
育

成
し
て
い
ま
す
。
即
戦
力
と
し
て
、
活
躍

が
期
待
で
き
ま
す
。

�
訓
練
分
野
（
取
得
し
て
い
る
技
術
）

・
機
械
加
工
系
（
Ｎ
Ｃ
旋
盤
等
）

・
金
属
加
工
系
（
板
金
・
溶
接
等
）

・
情
報
系
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
シ
ス
テ

ム
設
計
等
）

・
電
気
系
（
電
気
設
備
工
事
等
）

・
空
調
系
（
冷
凍
・
空
調
機
器
工
事
等
）

・
ビ
ル
管
理
系
（
ビ
ル
設
備
保
守
等
）

・
自
動
車
系
（
自
動
車
整
備
）

・
建
築
系
（
建
築
大
工
等
）

・
木
工
工
芸
系
（
家
具
・
建
具
製
造
等
）

・
介
護
系
（
実
務
者
研
修
修
了
）

・
障
害
者
対
象
訓
練（
事
務
・介
護
技
術
等
）

�
求
人
票
の
提
出
に
つ
い
て

次
の
2
種
類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

1

求
人
票
（
埼
玉
県
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
御
記
入
の

上
、専
門
校
に
郵
送
、Ｆ
ａ
ｘ
又
は
持
参

2

埼
玉
県
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
で
、
必

要
事
項
を
入
力

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
パ
ー
ト
、
派
遣
な
ど
非
正
規

雇
用
者
の
正
社
員
転
換
や
長
時
間
労
働
の

是
正
な
ど
「
働
き
方
改
革
」
の
取
組
を
通

じ
て
、
人
材
の
確
保
や
定
着
を
図
る
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
経
営
支
援
の
専
門
家

で
あ
る
中
小
企
業
診
断
士
や
労
務
管
理
の

専
門
家
で
あ
る
社
会
保
険
労
務
士
を
無
料

で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

「
働
き
方
改
革
」
に
取
り
組
む
企
業
の

皆
様
、
是
非
当
事
業
を
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
相
談
内
容
の
例

①
パ
ー
ト
社
員
等
の
正
社
員
登
用

②
人
材
定
着
の
た
め
の
採
用
方
法
・
教

育
訓
練
の
見
直
し

③
長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
業
務

プ
ロ
セ
ス
見
直
し

�
専
門
家
派
遣
の
流
れ

①
特
設
Ｈ
Ｐ
（
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
等
か
ら
申
込

http://www.sai-jinzaikakuho.com/

②
事
務
局
よ
り
日
程
調
整
等
の
連
絡

③
専
門
家
を
派
遣
し
、
相
談
・
ア
ド
バ

イ
ス
を
実
施

�
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
中
小
企
業
診
断

協
会
（
事
務
局
）

受
付
は
平
日
10
時
〜
17
時

（
0
4
8
―
7
6
2
―
3
3
9
1
）

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
6
）

県
で
は
、
労
働
法
や
労
働
関
係
の
身
近

な
問
題
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
県
内
各

地
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
以
下
の
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を

募
集
中
で
す
。

①
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
と
職
場
改
革
」

�
日
時

1
月
12
日
㈮
14
時
〜
16
時

�
場
所

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

�
内
容

・
労
働
基
準
法
改
正
の
動
向

・
長
時
間
労
働
へ
の
対
策

な
ど

②
「
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
同
一
労
働
同
一

賃
金
〜
非
正
規
社
員
の
処
遇
を
考
え
る

〜
」

�
日
時

1
月
15
日
㈪
14
時
〜
16
時

�
場
所

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

�
内
容

・
同
一
労
働
同
一
賃
金
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案
の
概
要

・
賃
金
規
定
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど

※
詳
細
は
左
記
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodosem

inar/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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求
め
て
い
る
の
は
年
齢
で
す
か
、
そ
れ
と
も
能
力

で
す
か
？
〜
年
齢
に
か
か
わ
り
な
く
、
均
等
な
機

会
を
〜

労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
の
際
に
は
、
原
則
と

し
て
年
齢
を
不
問
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
雇
用
対
策
法
第
10
条
）

年
齢
制
限
を
行
う
場
合
は
、
例
外
事
由
に
該
当

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

公
共
職
業
安
定
所
を
利
用
す
る
場
合
を
は
じ
め
、

民
間
の
職
業
紹
介
事
業
者
、
求
人
広
告
な
ど
を
通

じ
て
募
集
・
採
用
す
る
場
合
や
、
事
業
主
が
自
社

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
直
接
募
集
・
採
用
す
る

場
合
を
含
め
、
広
く
年
齢
不
問
の
原
則
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
な
ど
雇
用
の
形

態
を
問
い
ま
せ
ん
。

形
式
的
に
求
人
票
を
「
年
齢
不
問
」
と
す
れ
ば

よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
理

由
に
応
募
を
断
っ
た
り
、
書
類
選
考
や
面
接
で
年

齢
を
理
由
に
採
否
を
決
定
す
る
こ
と
は
法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
の
年
齢
を
理
由
に

雇
用
形
態
や
職
種
な
ど
の
求
人
条
件
を
変
え
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

例
外
事
由
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）、
又
は

埼
玉
労
働
局
職
業
安
定
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

埼 玉 県 の 最 低 賃 金 （平成29年度）

埼 玉 県 最 低 賃 金
時間額（円） 埼玉県内で働く全ての労働者（下記

の「特定最低賃金」が適用される人
を除く。）に適用されます。

発効日

871 29．10．1

特定（産業別）最低賃金 時間額（円）
適用する労働者じゃ各業種の使用者
に使用される労働者但し以下の掲げ
る者を除く

発効日

非鉄金属製造業
（非鉄金属第1次製錬・精製業、非鉄金属素形材
製造業及びその他の非鉄金属製造業を除く。）

904
1．18歳未満又は65歳以上の者

2．雇入れ後3月未満のものであっ
て、技能習得中のもの

3．次に掲げる業務に主として従事
するもの
イ 清掃又は片付けの業務
ロ 手作業による包装、袋詰め、
箱詰めまたは運搬の業務

29．12．1

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業
（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く）を
除く。）

909
輸送用機械器具製造業
（産業用運搬車両・同部分品・付属品製造業及び
その他の輸送用機械器具製造業（自転車・同部分
品製造業を除く）を除く。）

918
光学機械器具・レンズ、時計・同部分品
製造業 917
自動車小売業
（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む）を
除く。）

916
（注1） 最低賃金の対象となる賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当は算入されません。

埼 玉 労 働 局

埼
玉
労
働
局
・

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

―18―
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一
〇
月
三
日
〜
一
一
月
二
九
日

◆
一
〇
・
三

問
題
解
決
力
向
上
研
修
第
一
講

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
〇

社
長
塾
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
六
、
一
八

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
一
九

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第

四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
〇

社
長
塾
第
四
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
二
六

理
事
会
・
臨
時
総
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
二
七

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第

五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三
〇

問
題
解
決
力
向
上
研
修
第
二

講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二

社
長
塾
第
五
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
一
・
四

第
七
回
科
学
の
甲
子
園
埼
玉
大

会
（
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
一
・
六

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第

一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
七

秋
季
北
部
地
区
協
議
会
視
察
会

（
㈱
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
群
馬
製
作
所
矢
島
工
場
）

◆
一
一
・
一
三

年
末
調
整
実
務
セ
ミ
ナ
ー（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
五

秋
季
西
部
地
区
協
議
会
視
察

会
（
㈱
し
ま
む
ら
東
松
山
商
品
セ
ン
タ
ー
）

◆
一
一
・
二
一

社
長
塾
第
六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
二
四

第
五
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
笹
井
コ
ー
ス
）

◆
一
一
・
二
七

第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
一
回

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
エ
ス
タ
川
越
）

◆
一
一
・
二
八

第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
二
回
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
セ

ミ
ナ
ー
（
春
日
部
市
民
会
館
）

◆
一
一
・
二
九

労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第

六
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
三
回
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
セ
ミ
ナ
ー
（
熊
谷
市
民
会
館
）

国家公務員倫理週間 12月1日～7日 国家公務員倫理審査会 http : //www.jinji.go.jp/rinri/

国家公務員倫理審査会企業の皆様へ

企業の皆様と国家公務員が接触・交流する際、国家公務員
には一定のルールがあります。
国家公務員との飲食や贈答品のやりとりなどには、ご注意
ください。

国家公務員は、「利害関係者」（契約の相手方、許認可の申請者、
立入検査の相手先等）との間で、例えば以下の行為が禁止され
ています。
・金銭、物品等の贈与を受けること
・無償の役務の提供を受けること（例：車による送迎など）
・供応接待を受けること（「割り勘」による飲食は可能）

国家公務員は、「利害関係者」以外の事業者等との間でも、社
会通念上相当と認められる程度を超えて、供応接待や財産上の
利益の供与を受けることが禁止されています。

国家公務員の倫理に反すると疑わ
れる行為に気付かれた方は…
【電 話】03－3581－5344

（土・日・祝日及び12/29～
1/3を除く、9 : 30～18 : 15）

【WEB】
検索��公務員倫理ホットライン

通報者の氏名等は窓口限りにとど
められるなど、通報により不利益
な取扱いを受けないよう万全を期
しています

公務員倫理ホットライン

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
二
月
四
日
㈪
一
〇
時
一
五
分
〜
一

二
時
三
〇
分

会
場

県
立
熊
谷
工
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

★
第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
二
月
五
日
㈫
一
三
時
一
五
分
〜
一

六
時
一
五
分

会
場

県
立
岩
槻
商
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

★
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第
二
講

日
時

一
二
月
六
日
㈬
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
実
践
コ
ー
チ
ン

グ
〜
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
、
部
下
指
導
を
学
ぶ

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
秋
季
南
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
七
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜
一

五
時
三
〇
分

会
場

大
森
機
械
工
業
㈱
本
社
・
越
谷
工
場

内
容

大
森
機
械
工
業
㈱
視
察
会

大
森
ス

ピ
リ
ッ
ツ「
ア
イ
デ
ア
は
技
術
を
生
み
、

技
術
は
ア
イ
デ
ア
を
生
む
」に
学
ぶ
〜

★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
八
日
㈮
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

二
〇
一
八
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経

済
を
展
望
す
る

講
師

㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
経
済
調
査

部

首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利

廣
氏

★
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
一
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

最
新
学
説
と
独
自
の
推
理
で
描
く

「
関
ヶ
原
の
戦
い
」

講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本
郷

和
人
氏

★
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
二
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

リ
ー
ダ
ー
の
基
準
〜
リ
ー
ダ
ー
育
成

論
の
死
角
を
抉
る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー

チ
〜

講
師

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研

究
科
教
授

清
水
勝
彦
氏

★
第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
三
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

緊
迫
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
〜
有
事
は

起
こ
る
の
か
、
そ
し
て
日
本
の
備
え

は
？
〜

講
師

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授

道
下

徳
成
氏

★
労
働
問
題
実
務
対
応
講
座
第
七
講

日
時

一
二
月
一
四
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

労
働
時
間
管
理
の
注
意
点
と
実
務
対

応
〜
適
正
な
労
働
時
間
管
理
の
推
進

と
実
務
注
意
点
〜

講
師

石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
ヴ
ァ

イ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士

土
屋
真

也
氏

★
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
第
三
講

日
時

一
二
月
一
八
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

職
場
、
家
庭
、
そ
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
で
の
異
性
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
学
ぶ

講
師

㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク

ル
代
表
取
締
役

佐
藤

恵
氏

★
秋
季
中
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
一
九
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

東
玉
総
本
店

内
容

㈱
東
玉
視
察
会
〜
業
歴
一
六
五
年
の

老
舗
企
業
に
学
ぶ
〜

★
平
成
三
〇
年
度
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

平
成
三
〇
年
一
月
一
一
日
㈭
一
三
時

三
〇
分
〜
一
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

特
別
講
演
・
懇
親
会

講
師

読
売
巨
人
軍
コ
ー
チ
（
三
軍
外
野
守

備
打
撃
コ
ー
チ
）
後
藤
孝
志
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

サ
ン
エ
イ
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱

代
表
取
締
役

影
山

晴
男

川
越
市
新
富
町
一
―
一
〇
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
二
三
―
七
二
六
一

（
資
）
三
千
万
円

（
従
）
四
五
名

ソ
フ
ト
開
発
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

三
協
運
輸
㈱

桶
川
営
業
所

代
表
取
締
役
会
長

岸
本

勲

桶
川
市
坂
田
字
向
九
九
〇
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
二
八
―
九
三
八
〇

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
八
七
名

総
合
物
流
業

㈱
デ
ィ
ル
ウ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

伊
藤

翔
太

川
口
市
領
家
二
―
一
七
―
五

電
話
〇
四
八
―
二
九
一
―
九
一
一
〇

（
資
）
五
百
万
円

（
従
）
二
〇
名

工
具
機
器
販
売
業
、
中
古
計
測
器
等

㈱
テ
ク
ノ
産
業

代
表
取
締
役

鳥
羽
瀬

一
樹

越
谷
市
南
荻
島
七
五
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
七
九
―
一
一
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
五
名

建
設
機
械
及
び
建
設
車
両
の
販
売
、
修
理

㈱
ボ
イ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
ル

代
表
取
締
役

佐
藤

恵

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
一
―
十
五
―
一

エ
ス
プ
リ
浦
和
1
0
3
号

電
話
〇
四
八
―
八
二
九
―
九
六
二
四

（
資
）
百
万
円

（
従
）
五
名

話
し
方
ス
ク
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ス
業
（
・
女

性
の
た
め
の
話
し
方
教
室
運
営
・
法
人
向

け
ス
ピ
ー
チ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
シ
ニ
ア
向

け
健
康
声
磨
き
）

㈱
も
の
く
り
商
事

代
表
取
締
役

早
坂

拓
紀

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
一
―
一
〇
―
七

尾
張
屋
第
一
ビ
ル
5
Ｆ

電
話
〇
四
八
―
八
二
二
―
三
三
一
一

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
一
〇
名

不
動
産
業
・
建
設
業
・
広
告
業
・
保
険
代

理
店
業

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
上
尾
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

代
表
取
締
役
社
長

山
田

光
彦
（
旧

代
表
取
締
役
会
長

山
田

恵
一
）

ア
ロ
ハ
ガ
ス
㈱

代
表
取
締
役

田
邊

将
宏
（
旧

田
邊

正
一
）

㈱
大
泉
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

後
藤

英
恒
（
旧

久
保
田

達
夫
）

㈱
木
屋
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

水
村

常
人
（
旧

橋
本

孝
雄
）

㈱
ク
マ
ヒ
ラ

さ
い
た
ま
支
店

支
店
長

新
井

哲
也
（
旧

秋
庭

一
郎
）

㈱
工
進
精
工
所

代
表
取
締
役
社
長

菅
野

好
政
（
旧

坂
木

祥
久
）

㈱
幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
社
長

藤
野

宏
行
（
旧

根
本

武
夫
）

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行

熊
谷
支
店

支
店
長

広
瀬

克
之
（
旧

執
行
役
員
埼
玉
北
地

域
営
業
本
部
長

山
嵜

浩
一
）

シ
グ
マ
光
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長

近
藤

洋
介（
旧

相
談
役

森

昤
二
）

中
興
電
機
㈱

代
表
取
締
役
社
長

神
谷

道
之
（
旧

水
野

実
）

ト
ー
ヨ
ー
産
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

柳
浦

文
隆
（
旧

竹
井

克
則
）

ニ
チ
バ
ン
㈱
埼
玉
工
場

工
場
長

小
柏
美
孝
（
旧

髙
橋

一
徳
）

パ
イ
オ
ニ
ア
㈱
川
越
事
業
所

川
越
事
業
所
所
長

加
瀬

政
雄
（
旧

釣
谷

郁
夫
）

り
そ
な
カ
ー
ド
㈱

代
表
取
締
役
社
長

土
屋

隆
志
（
旧

西
東

久
）

（
医
）
緑
光
会
東
松
山
病
院

理
事
長

中
島

ユ
リ
カ
（
旧

大
平

英
範
）

〈
社
名
変
更
〉

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
ニ
ス
カ
㈱

（
旧

キ
ヤ
ノ
ン
フ
ァ
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

関
東
自
動
車
㈱

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
仲
町
二
―
三
―
一
九

平
田
ビ
ル
3
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
常
盤
九
―
二

一
―
一
四
パ
ー
ク
サ
イ
ド
ガ
ク
ヤ
ビ
ル
7
Ｆ
）

㈱
サ
イ
ホ
ー

さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
六
―
一
八
―

七
―
2
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
四
―

一
四
―
二
二
）

㈱
中
央
デ
パ
ー
ト

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
二
―
八
七
島

村
ビ
ル
5
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
二
―

七
三
）

㈱
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

所
沢
市
く
す
の
き
台
三
―
一
八
―
三

（
旧

入
間
郡
三
芳
町
上
富
一
〇
三
一
―

一
）

前
澤
化
成
工
業
㈱
熊
谷
工
場

熊
谷
市
市
ノ
坪
四
〇
八

（
旧

熊
谷
市
市
ノ
坪
字
西
原
四
〇
八
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
四
〇
一
号

2
0
1
7
年
11
月
24
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一‐

七‐

五‐

八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
一
般
社
団

法

人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

廣
澤
健
一

電
話
〇
四
八‐

六
四
七‐

四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五‐

八‐

三
六

告 知 版会員の動き

この印刷物は再生紙を使用しています
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